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   第 ３ 回   熊本県議会  経済環境常任委員会会議記録 

 

平成29年６月26日(月曜日) 

            午前９時59分開議 

            午後０時15分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議案第１号 平成29年度熊本県一般会計補

正予算（第１号） 

議案第２号 平成29年度熊本県中小企業振

興資金特別会計補正予算（第１号） 

議案第12号 くまもと県民交流館条例の一

部を改正する条例の制定について 

議案第13号 熊本県中小企業融資制度の損

失補償に係る回収納付金を受け取る権利

に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

報告第１号 平成28年度熊本県一般会計繰

越明許費繰越計算書の報告についてのう

ち 

報告第５号 平成28年度熊本県高度技術研

究開発基盤整備事業等特別会計繰越明許

費繰越計算書の報告について 

報告第７号 平成28年度熊本県電気事業会

計建設改良費繰越額の使用に関する計画

の報告について 

報告第８号 平成28年度熊本県工業用水道

事業会計建設改良費繰越額の使用に関す

る計画の報告について 

報告第18号 熊本県信用保証協会が中小企

業者等に対する求償権を行使して回収金

を取得した場合に生じる県に納入すべき

回収納付金を受け取る権利の放棄に関す

る報告について 

請第24号 「消費者自立のための生活再生

総合支援事業」の継続を求める請願 

請第18号 （有）山口海運の岩石採取計画

の認可申請に関する請願 

閉会中の継続審査事件（所管事務調査）に

ついて 

報告事項 

  ①復興重点10項目について 

②熊本地震に係る災害廃棄物処理につ

いて 

③グループ補助金の執行状況等につい

て 

④ラグビー日本代表国際テストマッチ

について 

⑤チッソ株式会社の平成28年度決算の

概要について 

⑥「水俣湾環境対策基本方針」に基づ

く水俣湾の環境調査結果及び水俣湾埋

立地の点検・調査結果（平成28年度）

について 

⑦ダイオキシン類対策特別措置法に基

づく調査結果等（平成28年度）につい

て 

⑧ようこそくまもと観光立県推進計画

の策定について 

⑨中小企業振興基本条例に基づく取組

みについて  

⑩技能検定実技試験に係る手数料条例

の改定について 

――――――――――――――― 

出席委員(７人) 

        委 員 長 早 田 順 一 

        副委員長 髙 野 洋 介 

        委  員 城 下 広 作 

        委  員 松 田 三 郎 

委  員  田 大 造 

委  員 西 山 宗 孝 

委  員 岩 本 浩 治 

欠席委員(なし) 

委員外議員(なし) 
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――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 環境生活部 

         部 長 田 中 義 人 

政策審議監 中 山 広 海 

環境局長 藤 本   聡 

県民生活局長 瀬 戸 浩 一 

環境政策課長 田 村 真 一 

水俣病保健課長 小 原 雅 之 

水俣病審査課長 三 輪 孝 之 

政策監 山 口 喜久雄 

環境立県推進課長 橋 本 有 毅 

環境保全課長 山 口 勝 也 

自然保護課長 中 尾 忠 規 

循環社会推進課長 久 保 隆 生 

くらしの安全推進課長 猿 渡 信 寛 

消費生活課長 西 川 哲 治 

男女参画・協働推進課長 早 田 章 子 

人権同和政策課長 園 田 正 喜 

 商工観光労働部 

部 長 奥 薗 惣 幸 

政策審議監兼         

商工政策課長 中 川   誠 

商工労働局長 寺 野 愼 吾 

新産業振興局長 村 井 浩 一 

観光経済交流局長 原 山 明 博 

国際スポーツ大会推進局長 小 原 雅 晶 

商工振興金融課長 浦 田 隆 治 

労働雇用創生課長 石 元 光 弘 

産業支援課長 末 藤 尚 希 

エネルギー政策課長 前 野   弘 

企業立地課長 小 牧 裕 明 

観光物産課長 永 友 義 孝 

国際課長 小金丸   健 

首席審議員兼         

国際スポーツ大会推進課長 水 谷 孝 司 

企業局 

局 長 原     悟 

次長兼総務経営課長 松 岡 大 智 

工務課長 武 田 裕 之 

労働委員会事務局            

局 長 一   喜美男 

審査調整課長 真 田 由紀子 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

議事課主幹 門 垣 文 輝 

政務調査課主幹 池 田 清 隆 

     ――――――――――――――― 

  午前９時59分開議 

○早田順一委員長 ただいまから第３回経済

環境常任委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に１名の傍聴の申し出があり

ましたので、これを認めることといたしまし

た。 

 次に、今回付託された請第24号について、

提出者から趣旨説明の申し出があっておりま

すので、これを許可したいと思います。 

 それでは、請第24号についての説明者を入

室させてください。 

   (請第24号の説明者入室) 

○早田順一委員長 説明者の方に申し上げま

す。各委員には、請願書の写しを配付してお

りますので、説明は簡単にお願いをしたいと

思います。 

 それでは、お願いします。 

   (請第24号の説明者趣旨説明) 

○早田順一委員長 趣旨はよくわかりまし

た。後でよく審査を行いますので、本日はこ

れでお引き取りください。 

   (請第24号の説明者退室) 

○早田順一委員長 次に、本委員会に付託さ

れた議案等を議題とし、これについて審査を

行います。 

 まず、議案等について執行部の説明を求め

た後に、部局ごとに質疑、採決を行いたいと

思います。 

 説明については、環境生活部、商工観光労

働部、企業局の順で説明をお願いいたしま

す。 

 なお、執行部からの説明は、効率よく進め
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るために、着座のまま簡潔にお願いいたしま

す。 

 それでは、環境生活部長から総括説明を、

続いて、担当課長から資料に従い順次説明を

お願いします。 

 初めに、田中環境生活部長。 

 

○田中環境生活部長 環境生活部でございま

す。 

 審議事項に先立ちまして、熊本地震からの

復旧、復興に係る災害廃棄物の処理状況につ

きまして御説明を申し上げます。 

 詳細につきましては、後ほど、その他のと

ころで御報告をいたしますが、昨年６月に策

定をいたしました熊本県災害廃棄物処理実行

計画を今月９日に改訂し、公表をいたしてお

ります。 

 主な改訂点は、１点目として、災害廃棄物

の発生推計量が約195万トンから約289万トン

に増加したこと、２点目として、市町村が定

めた損壊家屋の公費解体計画を新たに掲載し

たことでございます。 

 発生推計量は増加いたしましたが、従前ど

おり、全市町村において、平成30年３月まで

に解体が完了する計画であり、また、既に本

年５月末までに解体申請棟数の68％が完成し

たことから、当初の目標どおり、発災から２

年以内の処理終了につきましては、十分達成

できるものと考えております。引き続き、被

災者の方々の早期生活再建のため、精いっぱ

い努力をいたしてまいります。 

 それでは、環境生活部関係の議案の概要に

つきまして御説明申し上げます。 

 今回提出しております議案は、予算関係が

１件、条例が１件、報告が１件でございま

す。 

 まず、第１号議案の平成29年度熊本県一般

会計補正予算でございますが、総額135万円

余の増額補正をお願いしております。 

 その内容といたしましては、小中学校にお

ける消費者教育を実施する市町村への助成に

要する経費や、被災した隣保館を復旧する市

町村への助成に要する経費で、ともに国の補

助内示増に伴うものでございます。 

 これらによりまして、特別会計を含めた環

境生活部の平成29年度の予算総額は342億100

万円余となります。 

 次に、条例議案でございます。 

 第12号議案のくまもと県民交流館条例の一

部を改正する条例の制定についてでございま

す。くまもと県民交流館における指定管理者

の業務を拡充するため、関係規定を整備する

ものでございます。 

 次に、報告でございます。 

 報告第１号の平成28年度熊本県一般会計繰

越明許費繰越計算書の報告についてでござい

ますが、自然公園施設災害復旧費など10事業

につきまして、総額14億7,100万円余を、平

成28年度から29年度へ繰り越すことを御報告

するものでございます。 

 このほか、その他報告事項として、チッソ

株式会社の平成28年度決算の概要など、４件

御報告をさせていただきます。 

 以上が今回提出をいたしております議案等

の概要でございますが、詳細につきまして

は、関係課長が御説明をいたしますので、御

審議のほどよろしくお願いを申し上げます。 

 

○早田順一委員長 次に、担当課長から説明

をお願いいたします。 

 

○小原水俣病保健課長 水俣病保健課でござ

います。 

 経済環境常任委員会説明資料の２ページ目

をお願いいたします。 

 平成28年度繰越明許費繰越計算書でござい

ます。 

 胎児性・小児性水俣病患者等の地域生活支

援事業費で１億7,600万円余を繰り越すもの

でございます。これは、水俣病患者の方々の
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療養施設であります水俣市立明水園の個室化

整備につきまして水俣市に補助するものです

が、右側、繰り越しの理由欄に記載しており

ますように、実施設計の検討に時間を要した

ことにより、本年度に繰り越すものでござい

ます。 

 なお、水俣市からは、来年３月竣工予定と

の報告を受けております。 

 水俣病保健課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○橋本環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 資料の３ページをお願いします。 

 繰越計算書の報告でございますが、市町村

等再生可能エネルギー等導入推進事業費につ

きまして3,500万円余を繰り越しておりま

す。これは、太陽光発電などの再生可能エネ

ルギーを公共施設等へ導入する市町村等へ補

助するものですが、昨年の熊本地震により、

設置予定施設の１つが被災し、工事の着手が

おくれたことによるものでございます。 

 説明は以上です。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○山口環境保全課長 環境保全課でございま

す。 

 資料の４ページをお願いいたします。 

 繰越計算書の報告でございますが、水道施

設整備事業費につきまして2,465万円余を繰

り越しております。これは、市町村が実施す

る老朽化した水道管の更新等に対して補助す

るものですが、一部の市町村におきまして、

熊本地震により工事に遅延が生じ、年度内に

工事が完了しなかったため、繰り越したもの

でございます。 

 環境保全課は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○中尾自然保護課長 自然保護課でございま

す。 

 資料の５ページをお願いします。 

 自然保護課は、前年度から当年度への繰越

工事３件でございます。 

 まず、上段の国立公園における国際化・老

朽化対策等整備交付金事業費ですが、これ

は、天草ビジターセンターの空調、照明、そ

れからトイレの改修工事でございまして、

4,500万円余の繰り越しでございます。右の

繰り越しの理由にありますように、国の交付

決定がことし１月にあったため、年度内に十

分な工期を確保できないということでござい

ます。 

 次に、中段の国立公園満喫プロジェクト推

進事業費、これは28年度経済対策でございま

すが、阿蘇草千里の展望エリアの改修、米塚

の駐車場等の改修、大観峰の公衆トイレの改

修等でございまして、３億5,000万円余の繰

り越しでございます。これも、右の繰り越し

の理由欄にありますように、国の交付決定が

ことし３月になされたため、年度内に十分な

工期がとれなかったということでございま

す。 

 最後に、下段の自然公園施設災害復旧費で

ございます。これは、昨年の熊本地震による

災害復旧で、阿蘇山上の給水施設、草千里等

展望駐車場の復旧等、６億1,600万円余の繰

り越しでございます。これも、右の繰り越し

の理由欄にございますように、国の災害査定

が２月、交付決定が３月になったこと等によ

り、年度内に十分な工期が確保できなかった

ということでございます。 

 以上、自然保護課の説明は終わります。 

 御審議よろしくお願いします。 

 

○久保循環社会推進課長 循環社会推進課で

ございます。 

 資料の６ページをお願いいたします。 

 当課分の繰越計算書を御説明いたします。 

 海岸漂着物対策推進事業費につきまして
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は、環境省の補助金を活用し、通常生じてい

る国内外からの海岸漂着ごみなどにつきまし

て、県や市町村で回収、処理、発生抑制対策

に取り組む事業でございますが、今回は、昨

年度の国の第２次補正予算でございまして、

年度内の事業完了が見込めませんので、国か

ら内示を受けた分、計3,700万円余を繰り越

すものでございます。 

 次に、公共関与アクセス道路整備事業費に

つきましては、県道大牟田植木線からエコア

くまもと方面へ接続する南関町の町道の整備

を県で受託しているものでございます。昨年

12月に県道からエコアくまもとの入り口まで

は供用開始しておりますが、その先の区間で

町が実施している用地取得に時間を要しまし

たため、一部区間で工事等の期間を確保でき

ず、当初予定していた年度内の完成が困難と

なったものでございます。繰越額は１億

6,000万円余、竣工は本年10月ごろを予定し

ております。 

 循環社会推進課からは以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○西川消費生活課長 消費生活課でございま

す。 

 説明資料の７ページをお願いします。 

 補正予算でございます。 

 消費者行政推進費につきまして91万5,000

円の増額補正をお願いしております。 

 財源は、全額国の地方消費者行政推進交付

金でございます。 

 説明欄をごらんください。 

 これは、熊本市が実施する小中学校におけ

る消費者教育の推進を図る事業に対し助成を

行うものでございます。 

 なお、本事業につきましては、本年３月末

に消費者庁から内示があり、今回の補正予算

に計上するものでございます。 

 消費生活課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○早田男女参画・協働推進課長 男女参画・

協働推進課でございます。 

 資料の10ページをお願いいたします。 

 第12号議案くまもと県民交流館条例の一部

を改正する条例の制定についてでございま

す。 

 内容を、11ページのくまもと県民交流館条

例の一部を改正する条例(案)の概要で説明さ

せていただきます。 

 まず、条例改正の趣旨でございますが、く

まもと県民交流館における指定管理者の業務

を拡充するため、関係規定を整備するもので

ございます。 

 条例改正の内容ですが、改正が必要になる

のは、指定管理者の業務を規定した条例第13

条関係でございまして、従来の施設管理など

の指定管理者の業務に加えて、男女共同参画

などについても指定管理者の行う業務に加

え、業務拡充を図るための関係規定の整備で

ございます。 

 条例の施行期日は、平成30年４月１日を予

定しております。 

 男女参画・協働推進課の説明は以上でござ

います。 

 御審議をよろしくお願いいたします。 

 

○園田人権同和政策課長 人権同和政策課で

ございます。 

 資料、戻りまして、８ページをお願いいた

します。 

 当課の議案につきましては、資料８ページ

と９ページにありますが、いずれも市町村が

設置運営をいたします隣保館に係るものでご

ざいます。 

 まず、資料の８ページは、民生施設補助災

害復旧費において43万7,000円の増額補正を

お願いしております。 

 説明欄をお願いします。 

 甲佐町町民センター災害復旧事業に係る国
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庫補助率のかさ上げに伴う補助額の増でござ

います。記載しておりませんが、３月に甲佐

町が激甚災害法で定める特定地方公共団体に

指定され、国補助率が２分の１から３分の２

にかさ上げとなったことから、今回増額補正

をお願いするものです。 

 続いて、資料の９ページは、繰越計算書で

ございます。 

 上段の事業名、地方改善事業費において 

2,137万4,000円の翌年度繰り越しでございま

す。繰り越しの理由ですが、国の交付決定が

年度末になり、年度内の事業完了が見込めな

かったことによるものです。この事業は、熊

本地震の発生を受け、隣保館の耐震化整備を

早急に実施する必要があるということから、

昨年度、国の経済対策関連事業として予算措

置されましたので、菊陽町の隣保館の耐震化

整備を前倒しして実施するものでございま

す。 

 下段は、先ほどの甲佐町の隣保館に係るも

ので393万7,000円の翌年度繰り越しでござい

ます。繰り越しの理由ですが、甲佐町におい

て事業着手に不測の日数を要し、年度内の事

業完了が見込めなかったことによるもので

す。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○早田順一委員長 次に、商工観光労働部長

から総括説明を行い、続いて、担当課長から

資料に従い順次説明をお願いいたします。 

 初めに、奥薗商工観光労働部長。 

 

○奥薗商工観光労働部長 商工観光労働部関

係の主要事業及び提出議案の説明に先立ちま

して、最近の動きを申し上げます。 

 まず、６月10日に行われましたラグビー日

本代表とルーマニア代表のテストマッチは、

県議会の先生方を初め、広く九州各地から約

１万9,000人もの方々に応援に詰めかけてい

ただきました。 

 2019年のワールドカップ本番に向けまし

て、開催地熊本の熱意と盛り上がりを示すこ

とができたと思っております。 

 県議会を初め、県内外の多くの方々の御支

援、御協力に支えられたものであり、この場

をおかりしまして心より感謝を申し上げま

す。ありがとうございました。 

 次に、中国・広西壮族自治区との友好提携

が、ことしで35周年を迎えます。７月９日か

ら12日まで、知事及び熊本県議会等の方々

が、同自治区を訪問いたしまして、熊本地震

義援金への感謝と広西からの友好訪問団受け

入れの意向を伝えることとしております。 

 なお、７月３日から５日までは、経済環境

常任委員会の上海市への経済視察も予定され

ております。 

 それでは、提出議案の概要について御説明

いたします。 

 今回提案しております議案は、予算関係２

議案、条例等議案１議案でございます。 

 お手元の経済環境常任委員会の説明資料の

12ページに総括表がついております。 

 ６月補正予算でございますが、一般会計で

8,110万円余、中小企業振興資金特別会計で

97億7,168万円の増額補正をお願いしており

ます。 

 その主な内容は、くまもと産業支援財団を

通じて行うグループ補助金対象企業への無利

子貸し付けに要する経費でございます。 

 条例等の議案では、熊本県中小企業融資制

度の損失補償に係る回収納付金を受け取る権

利に関する条例の一部を改正する条例につい

て提案しております。 

 このほか、復興重点10項目の外５件につい

て御報告させていただきます。 

 なお、提出議案の詳細につきましては、担

当課長から説明いたしますので、御審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

 

○浦田商工振興金融課長 商工振興金融課で
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ございます。 

 委員会説明資料の13ページをお願いいたし

ます。 

 まず、一般会計の補正予算についてでござ

います。 

 中小企業振興費につきまして2,047万円余

の増額をお願いしております。 

 右の説明欄をお願いいたします。 

 １の運輸事業振興助成費は、熊本県トラッ

ク協会に対する補助でございますが、運輸事

業の振興の助成に関する法律に基づき、軽油

引取税の収入額に応じて算出し、交付される

ものです。29年度の軽油引取税の見込み額に

応じて1,347万円余を増額するものでござい

ます。 

 ２の中小企業振興指導事業費は、国の地方

創生推進交付金の交付決定を受けまして、新

たに、生産性向上のためのシンポジウム、ワ

ークショップを開催する経費として700万円

を増額するものでございます。 

 おめくりいただいて、14ページをお願いい

たします。 

 中小企業振興資金特別会計でございます。 

 中小企業振興資金助成費につきまして97億

7,168万円の増額をお願いしております。 

 右の説明欄をお願いいたします。 

 １の国庫支出金返納金は、国から借り入れ

た小規模企業者等設備導入資金の貸付金を事

業者からの償還に応じて国に償還するもので

ございます。昨年度末に臨時的な償還がござ

いましたので、168万円を増額させていただ

いております。 

 ２の被災中小企業施設等整備資金貸付金

は、グループ補助金等による施設設備の復旧

整備を行う中小企業者に対して、事業者の負

担となります４分の１の経費につきまして、

中小企業基盤整備機構が99％、県が１％の財

源を負担しまして、くまもと産業支援財団を

通じて無利子で貸し付けを行うための経費で

ございます。この貸付金につきましては、昨

年度、貸付原資58億円と、その事務費や貸し

倒れリスクに充当するために運用する基金の

原資165億円、合計223億円を措置しておりま

す。グループ補助金の進捗に合わせまして、

事業者への貸付額が増加してまいりましたの

で、今回、貸付原資に63億6,000万、万が一

の貸し倒れリスクに引き当てるために運用す

る基金原資に34億1,000万、合計97億7,000万

の追加をお願いするものでございます。 

 続きまして、15ページをお願いいたしま

す。 

 繰越明許費繰越計算書でございます。 

 ４件全て平成28年熊本地震に係る商工災害

復旧費に係る経費でございまして、上から、

中小企業組合の共同施設分、２段目がグルー

プ補助金分、３段目がアーケードなどの商店

街振興組合共同施設分、最後の段が商工会等

の事務所施設分となります。 

 いずれも、補助事業者の事業計画の策定、

復旧工事施工に不測の日数を要したため、繰

り越すものでございます。 

 続きまして、26ページをお願いいたしま

す。 

 議案第13号熊本県中小企業融資制度の損失

補償に係る回収納付金を受け取る権利に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について

でございます。 

 28ページに条例案の概要をおつけしており

ますので、そちらのほうで説明させていただ

きます。 

 まず、この条例につきましては、中小企業

者等の事業再生を目的とした債務削減手法で

あります求償権の放棄に適切に取り組めるよ

う、国の協力依頼に基づき、平成21年３月に

条例を制定しております。下のほうに四角囲

みしておりますけれども、その３つの項目の

事業再生計画に限定し、求償権に係る回収納

付金を受け取る権利の放棄ができることとし

ております。 

 １、条例改正の趣旨としましては、熊本地
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震等の災害の影響を受けた中小企業者等の事

業の再生及び再チャレンジの支援を行う等の

ため、県の損失補償に係る回収納付金を受け

取る権利を放棄することができる場合を追加

するものでございます。 

 ２の改正の内容についてです。 

 まず、(1)ですが、第１条の条例の目的

に、現行の事業再生に加えまして、新たな事

業の創出その他地域経済の活性化に資する事

業活動の実施、これを再チャレンジといいま

すけれども、追加することとしております。 

 次に、(2)の第３条関係でございますけれ

ども、県の回収納付金を受け取る権利を放棄

することができる場合に、先ほど御紹介しま

した下のほうの四角囲みの３つの項目に加え

まして、ア、自然災害による被災者の債務整

理に関するガイドラインに係る事業再生支援

または再チャレンジ支援、イ、地域経済活性

化支援機構、ＲＥＶＩＣによる再生支援に係

る事業再生支援、ウ、ＲＥＶＩＣによる特定

支援に係る再チャレンジ支援など５項目につ

きまして、国からの要請も踏まえまして、追

加するものでございます。 

 なお、条例の施行につきましては、公布の

日からとしております。 

 続きまして、29ページをお願いいたしま

す。 

 報告第18号熊本県信用保証協会が中小企業

者等に対する求償権を行使して回収金を取得

した場合に生じる県に納入すべき回収納付金

を受け取る権利の放棄に関する報告について

でございます。 

 これは、先ほど御説明いたしました熊本県

中小企業融資制度の損失補償に係る回収納付

金を受け取る権利に関する条例第４条の規定

に基づき、権利放棄した案件を報告するもの

で、平成21年３月の条例制定後、初めての放

棄案件となります。 

 30ページにその概要をおつけしております

ので、そちらで説明させていただきます。 

 今回の放棄案件は、熊本地震により建物に

大きな被害を受け、休業を余儀なくされてい

る事業者が、投資事業有限責任組合である熊

本地震再生支援ファンドの支援による事業再

生計画を策定し、今後８年にわたる事業再生

計画期間で事業の再生を図る案件でございま

す。 

 放棄した日は、ことし３月17日、県の放棄

額は、保証協会の放棄額に非保険割合及び県

の損失補償割合を乗じた61万9,336円となり

ます。 

 説明は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○石元労働雇用創生課長 労働雇用創生課で

ございます。 

 説明資料の16ページにお戻りいただきま

す。よろしくお願いします。 

 当課では、２件の事業について補正予算の

計上をお願いしておりますが、いずれも５月

末に地方創生交付金の採択を受けた事業でご

ざいます。 

 上段の労働福祉費について214万円余の増

額補正をお願いしております。これは、説明

欄に記載の働きやすい職場改善促進事業とし

て、企業経営者等を対象とした働き方改革に

関連した企業向けのセミナーの開催などに要

する経費でございます。11月ごろの開催を予

定しております。 

 下段の失業対策総務費について1,880万円

の増額補正をお願いしております。これは、

説明欄に記載の熊本県ブライト企業推進事業

として、当初予算で計上した企業と学生との

イベント等の事業に加えて、今回、ブライト

企業の動画作成等ＰＲや、保護者向けセミナ

ーの開催などに要する経費でございます。 

 続きまして、17ページをお願いします。 

 こちらは、平成28年度の繰越明許費繰越計

算書の報告でございます。 

 １段目及び２段目の職業訓練費について
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は、昨年度に実施予定であった高等技術専門

校の実習棟耐震診断及び技術短期大学校の外

壁等改修工事について、いずれも震災復旧工

事との時期の調整が必要であり、一体的に取

り組むことが効果的であることから、関係す

る経費を繰り越したものでございます。 

 ３段目から５段目までの労働災害復旧費に

ついてですが、高等技術専門校施設災害復旧

費及び技術短期大学校施設災害復旧費につい

ては、熊本地震による被害状況の調査と復旧

方法の検討に時間を要したこと、また、認定

職業訓練校施設災害復旧費については、事業

主体の設計変更等があったことにより、いず

れも年度内の工事完了が見込めないことか

ら、関係する経費を繰り越したものでござい

ます。 

 労働雇用創生課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○末藤産業支援課長 産業支援課でございま

す。 

 18ページをお願いいたします。 

 工鉱業振興費について2,000万円の増額を

お願いしております。 

 プロフェッショナル人材戦略拠点運営事業

ですが、地場の中小企業が、攻めの経営を進

める上で必要な人材の獲得を支援するプロフ

ェッショナル人材戦略拠点の機能の強化に要

する経費でございます。 

 続きまして、19ページをお願いいたしま

す。 

 繰越計算書でございます。 

 ３Ｄものづくり基盤強化事業費及び産業基

盤技術高度化事業費ですが、両事業ともに国

の交付決定が１月下旪であったことから、年

度内の事業完了が見込めなかったため、繰り

越しが必要となったものでございます。 

 産業支援課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○前野エネルギー政策課長 エネルギー政策

課でございます。 

 資料の20ページをお願いします。 

 繰越計算書の報告でございます。 

 阿蘇採石場防災対策事業費は、防災上の観

点から、採石場外の排水路工事を実施してお

ります。地震の影響で測量と図面の修正等が

必要となり、工事費を繰り越したものでござ

います。 

 なお、年内に竣工予定でございます。 

 説明は以上でございます。 

 よろしく御審議のほどお願いします。 

 

○小牧企業立地課長 企業立地課でございま

す。 

 資料の21ページをお願いいたします。 

 熊本県高度技術研究開発基盤整備事業等特

別会計の繰越計算書の報告についてでござい

ます。 

 この事業は、昨年６月に発生した集中豪雨

により、県が管理する城南工業団地において

発生したのり面崩落の対策工事を行うもので

ございます。 

 繰り越し理由でございますが、昨年の12月

議会において議決いただきました後、現地調

査及び対策工事の調査設計を実施しました

が、工法検討に時間を要したため、平成28年

度中の事業完了が困難となり、その対策工事

費について繰り越したものでございます。 

 なお、７月末までには工事完了の予定でご

ざいます。 

 企業立地課は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○永友観光物産課長 観光物産課でございま

す。 

 説明資料の22ページをお願いいたします。 

 繰越計算書の報告でございます。 

 まず、野外コンサート施設災害復旧費につ

きまして2,390万円余を繰り越しておりま
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す。これは、地震により被災したアスペクタ

の来客用トイレの改修でございまして、設計

に不測の日数を要し、年度内の事業完了が見

込めなかったことから繰り越したものでござ

います。 

 また、次の産業展示場施設災害復旧費につ

きまして１億4,321万円余を繰り越しており

ます。これは、グランメッセ熊本の復旧工事

でございまして、設計変更に不測の日数を要

し、年度内の事業完了が見込めなかったこと

から繰り越したものでございます。 

 説明は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○小金丸国際課長 国際課でございます。 

 説明資料の23ページをお願いいたします。 

 工鉱業総務費につきまして1,968万円余の

増額をお願いしております。これは、八代港

への国際クルーズ船の寄港数が大幅に増加す

る中で、受け入れ体制の充実及び安全管理の

強化を図るとともに、さらなる誘致促進を図

るため、地元消費型の新たな旅行商品の開発

などに係る経費でございます。 

 次に、24ページをお願いいたします。 

 繰越明許費の報告でございます。 

 上段、戦略的ポートセールス推進事業費及

び下段「がんばろう！熊本」観光復興事業費

については、２月補正予算で計上させていた

だいたものであり、年度内の事業完了が見込

めなかった分を繰り越しているものです。 

 国際課は以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 国際スポ

ーツ大会推進課でございます。 

 25ページをお願いいたします。 

 繰越計算書でございます。 

 ラグビーワールドカップ2019推進事業費に

つきまして７億600万円を繰り越したもので

ございます。 

 昨年度、ワールドカップの会場となるスタ

ジアムの改修に着手いたしましたが、国の交

付決定が年度末になったことなどにより年度

内に事業が完了しなかったため、繰り越した

ものでございます。 

 以上でございます。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○早田順一委員長 次に、企業局長から総括

説明を行い、続いて、次長から説明をお願い

いたします。 

 初めに、原企業局長。 

 

○原企業局長 議案の説明に先立ちまして、

企業局におきます最近の主な動きにつきまし

て御報告申し上げます。 

 まず、荒瀬ダム堤体の右岸部につきまして

は、本年度撤去予定と前回の委員会で御報告

しておりましたが、地元の要望等を踏まえ、

遺構として残す方向で、現在、河川管理者で

ある国土交通省と協議中です。本委員会に

は、改めて協議結果を御報告させていただき

ます。 

 また、６月９日には荒瀬ダム管理所の解体

作業を開始し、作業は６月中に終え、引き続

き、７月からは藤本発電所の解体作業に着手

する予定です。 

 本委員会には、地方公営企業法の規定に基

づき、平成28年度の電気事業及び工業用水道

事業会計における建設改良費繰り越しにつき

まして御報告させていただきます。 

 詳細につきましては、この後、次長から説

明いたしますので、よろしく御審議お願いい

たします。 

 

○早田順一委員長 引き続き、松岡次長から

説明をお願いします。 

 

○松岡企業局次長 企業局総務経営課でござ

います。 
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 企業局は、電気事業会計及び工業用水道事

業会計における建設改良費繰り越しの報告で

ございます。 

 初めに、31ページをお願いいたします。 

 32ページにかけまして、電気事業会計につ

いての繰り越しの報告でございます。 

 最上段から５件が、市房第一及び第二発電

所の更新に伴うものでございます。このう

ち、最上段から４件につきましては、建築物

や構造物の改修に係る設計委託でございま

す。熊本地震の影響で人員や機材の調達に不

測の日数を要したことから繰り越しを行った

ものでございます。 

 また、５件目の土木設備更新の設計につき

ましては、工事期間を短縮するための検討、

設計等に不測の日数を要したために繰り越し

を行ったものでございます。 

 次に、このページ、最下段から次のページ

にかけまして、荒瀬ダム撤去工事に関する繰

り越しの報告でございますが、最下段のダム

本体撤去につきましては、仮設道路の設置が

必要となり、その設計等に不測の日数を要し

たことから繰り越しを行ったものでございま

す。 

 次のページ、32ページをお願いいたしま

す。 

 荒瀬ダム撤去関連の工事等５件でございま

すが、いずれも関係機関との協議調整に不測

の日数を要したために繰り越しを行ったもの

でございます。 

 次に、33ページをお願いいたします。 

 工業用水道事業会計に係る報告５件でござ

います。 

 いずれも昨年度の国の経済対策に係る補正

に伴って予定を前倒しして昨年度中に事業着

手したものでございます。 

 最初の３件が有明工業用水に係る設備更新

工事及び詳細設計委託でございますが、関連

工事の仕様変更で生じた設計変更に不測の日

数を要したことから繰り越しを行ったもので

ございます。 

 また、下段の２件につきましては、八代工

業用水に係る設備更新の基本設計委託等でご

ざいますが、いずれも共同管理者との協議に

不測の時間を要したことから繰り越しを行っ

たものでございます。 

 企業局の繰り越しに係る報告は以上でござ

います。 

 御審議のほどよろしくお願いをいたしま

す。 

 

○早田順一委員長 以上で執行部の説明が終

わりましたので、議案等について質疑を受け

たいと思います。 

 質疑を受けた課は、課名を言って、着座の

ままで説明をしてください。 

 それではまず、環境生活部関連で質疑はご

ざいませんか。――ございませんか。 

  （｢ありません」と呼ぶ者あり) 

○早田順一委員長 それでは、次に入ります

けれども、よろしいですか。 

 商工観光労働部関連で質疑はございません

か。 

 

○松田三郎委員 資料14ページで、質問とい

うより、浦田課長の、そこだけちょっと早口

だったので、この２番、97億ぐらいになって

おりますけれども、もう１回、そこだけちょ

っと中身を説明していただければ――同じ中

身でよかです。 

 

○浦田商工振興金融課長 済みません、今度

は尐しゆっくり説明いたします。 

 被災中小企業施設等整備資金貸付金ですけ

れども、これは、グループ補助金の裏負担分

４分の１の経費につきまして、中小企業基盤

整備機構のお金を99％、それと県が１％財源

を負担しまして、くまもと産業支援財団を通

じまして無利子で貸し付けを行うための経費

としております。 
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 この貸付金につきましては、昨年度、貸付

原資に58億円、それと、事務費とか貸し倒れ

リスクに充当するために基金をつくって、そ

れで運用しておりまして、その原資分で165

億円、合計223億円を措置させていただいて

おります。 

 今回、グループ補助金がだんだん進捗して

くるにつれまして、貸付額が増加してまいり

ましたので、現在の貸付額58億円では不足し

てまいりました。そういうこともありまし

て、今回、貸付原資にさらに63億6,000万、

合わせて121億6,000万になりますけれども、

それと、万が一の貸し倒れリスクに引き当て

るために運用する基金の原資に34億1,000

万、合計97億7,000万を増額させていただく

ものでございます。 

 

○松田三郎委員 非常によくわかりました。 

 これは、ちなみに、ここに書いてあるよう

に、財源でいうと地方債になるわけですね。 

 

○浦田商工振興金融課長 商工振興金融課で

ございます。 

 地方債と書いてありますのは、先ほど御紹

介しました中小企業基盤整備機構からの貸付

金、これが地方債扱いとなりまして、そのお

金が入り込んでいるわけでございます。 

 

○松田三郎委員 いいです。 

 

○早田順一委員長 ほかにございませんか。 

 

○城下広作委員 議案というか、ちょっと違

う角度で確認をしたいんですけれども、議案

の中でも、ほとんど繰り越し、繰り越しで、

なかなか災害でいろんな条件があって繰り越

しをしなきゃいけないところがあるんですけ

れども、大体、およそ１年ぐらいで、熊本の

復興のために、県外の方がどのくらい業種と

して、業種といいますか、人間としてどのく

らい応援に来てくれたのかなというのは大体

つかんでいるんですか、わかるんですか。例

えば土木とかその関係とか、ごみの部分と

か、いろんな形で県外の方が熊本に来て、い

わゆる労働力として来たというか、こういう

感じで来たという数字というのはつかむ方法

があるのか、それとも、つかんでいるのか、

全くそんなのはわからぬという感じなのか、

これはどうなんでしょう。どのくらいの労働

力が熊本に来て、応援になってプラスになっ

たのかなという、労働力というか、労働人口

によってどのくらい動いたのかということ。 

 

○石元労働雇用創生課長 今手元にそういう

資料もございませんで、実際それがわかるか

どうかも現時点では私ちょっと判断しかねま

すので、ちょっと調べさせていただきたいと

思います。 

 

○城下広作委員 いずれにしろ、相当な分が

動いていると思うんですけれども、よく、ま

あ土木でわかりやすくいえば、元請がいて、

そして下請がいて、３次、４次といろんな方

が来ているというけれども、全然我々もそう

いう感覚が、どのくらいの人が熊本にどんと

入ってきて、貢献していただいたんだろうか

なという、そういう数字がイメージとしてち

ょっとわかれば、何らかの次のいろんな考え

にまた展開できるのかなと思って。もしわか

るなら――まあ、アバウトですよ、当然。ア

バウトでわかるなら、大体イメージとして、

分野分野とか、わかったら教えていただけれ

ばと思います。要望しておきたいと思いま

す。 

 

○早田順一委員長 では、要望でお願いいた

します。 

 ほかにございませんか。 

 

○ 大造委員 何点かあるんですが、ま
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ず、16ページで１点質問します。 

 ブライト企業に関してなんですが、これは

国主導の政策と考えてよろしいんでしょう

か。あと、県内のブライト企業、今何社認定

されているのか、教えてください。 

 あと、ちょっと懸念されることとして、ブ

ライト企業に認定された企業に学生とかの希

望者が殺到して、認定されていない企業は、

ちょっと学生集めとか求人で苦戦しちゃうん

じゃないかなというふうに思うんですが、そ

の辺どうなっているのか、教えてください。 

 

○石元労働雇用創生課長 まず、ブライト企

業については、これは国主導かどうかという

御質問ですけれども、これは、本県独自につ

くった制度といいますか、認証制度でござい

まして、従業員が生き生きと働き続けられる

ように、労働環境や処遇の向上を図るために

頑張っている企業をブライト企業として認定

しているものでございます。対極にあるのは

ブラック企業だということで認識しておりま

して、その言葉も熊本県の造語でございま

す。 

 現在、ブライト企業の認定は、平成27年、

28年で108社認定しております。29年度認定

分を今現在募集中でございます。 

 あと、ブライト企業に認定された企業さん

に若者とか卒業者が殺到するんではないかと

いうことでございますが、今現在、そういっ

た形でブライト企業への殺到というようなこ

とはお聞きしておりませんけれども、実際、

ブライト企業に認定された企業さんからは、

今まで全く、募集しても人が来なかったとい

うような状況が、今年度４月採用したときに

は、応募者が数名初めてあったとかそういっ

た声は聞いております。実は、殺到している

かどうかということには、多分そういう状況

ではないと今思われます。 

 

○ 大造委員 了解しました。 

 

○早田順一委員長 ほかにございませんか。 

 

○西山宗孝委員 繰越明許について、教えて

いただきたいんですけれども、内示が、例え

ば年度末の２月の関係もあって、もちろん年

度内、繰り越しになったということはよくわ

かるし、また、そういった事業も、かなり災

害復旧関係では多いと思うんですけれども、

例えば、21ページの城南工業団地の災害につ

いて、先ほどの説明でよくわかったんですけ

れども、28年度中、無理となったと。これに

ついては、29年度７月末を完了見込みですと

いうお話がありまして、これは大方わかった

んですが、一方で、17ページの職業訓練校、

これも繰越明許ですけれども、上から２つ、

一体的に取り組むことが効率的であるため

に、年度内の事業完了が見込めなかったと、

この違いといいますか、じゃあ、新年度に入

ってどれぐらいの見込みで工事が進むのかを

教えていただきたいと思います。 

 

○石元労働雇用創生課長 当技術専門校の実

習棟の耐震診断事業と技術短期大学校の教育

対策事業の部分の外壁等改修工事でございま

すけれども、これは、平成28年度の当初予算

で計上していた事業でございまして、実習棟

に関しては、４つの実習棟の、実際、耐震診

断をやらないといけないという課題があった

ことから、当初予算で計上してました。ま

た、技術短期大学校に関しては、外壁の老朽

化があったので、外壁の改修が必要というこ

とで当初予算で計上していたところ、地震が

あったことから、実際に地震の復旧工事とあ

わせて、例えば足場を組むとかそういったこ

とを、同じ工事の内容で重複するところがあ

るので、復旧工事とあわせて事業を実施する

ことが効果的ということで、実際、復旧工事

とあわせた繰越事業として前回承認いただい

ていたところでございます。 
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○西山宗孝委員 その後の見込みですけれど

も、この設計から見直すのか、繰越明許とい

うことですので、もちろん了解済みと思うん

ですが、今後の見込みといいますか、設計段

階から効率的なやり方をされるということで

ありますので、大方の工事完了の見込みぐら

いはおわかりかどうか、教えてもらえればあ

りがたいですけれども。 

 

○石元労働雇用創生課長 専門校に関しまし

ては、現在進捗率が大体61％というふうに聞

いております。時期的なところは、ちょっと

確認をしておりませんけれども、現在、６割

は進んでいるということでございます。 

 技術短期大学校に関しましては、実際、現

在やっておりますけれども、年度内の竣工と

いうことで報告を受けております。 

 

○西山宗孝委員 わかりました。まあ、もの

によって、こういう理由だから工事繰り越し

したということで、もちろん繰越明許とって

あるんですけれども、そういったものをなる

べく具体的に――私どももまた聞かれる機会

もありますので、いつぐらいかの見込みを、

まあ、ほかにも幾つかあると思うんですが、

ぜひ丁寧に説明いただければと、今後はお願

いしておきたいと思います。 

 以上です。 

 

○早田順一委員長 ほかにございませんか。 

 

○岩本浩治委員 20ページでございます。エ

ネルギー政策課ですか。 

 阿蘇の採石場は、もう12月に終掘しまし

て、ただ、この終掘後の防災対策事業という

ことでございますが、例えば、崩落をとめる

ための防災とか緑化の事業とかいろいろある

と思うんですが、どういう部分を指している

のか、ちょっと聞かせてください。 

 

○前野エネルギー政策課長 エネルギー政策

課でございます。 

 阿蘇採石場防災対策事業費につきまして

は、現在この繰り越しの報告をさせていただ

いたのは、採石場の外でございます。下流の

ほうからずっと水路を整備しておりまして、

現在、昨年度に引き続き、隣地部の排水路の

整備ということでございます。 

 委員がおっしゃいました崩落部分、それか

ら緑化等につきましては、今後、採石場内の

跡地整備という一環で検討してまいりたいと

思います。 

 以上でございます。 

 

○岩本浩治委員 ありがとうございました。 

 あと、これでいけば、先ほど西山委員が言

われましたように、今年度中には、もう予算

的には50％ぐらいいっているわけですから、

29年度には終わるという感覚、捉え方でいい

んでしょうか。 

 

○前野エネルギー政策課長 年内竣工という

ことを聞いております。 

 以上でございます。 

 

○早田順一委員長 よろしいですか。 

 

○岩本浩治委員 わかりました。 

 

○ 大造委員 23ページで、八代港に関し

て、去年の段階で、本年度、29年度に70隻を

予定していますという説明を受けてたんです

が、現段階ではどのくらい寄港する予定があ

るのかと、あと、飛行機でも同じことが言え

ると思うんですけれども、飛行機の場合、１

線につきというんですか、幾ら補助金を出す

という話になると思うんですね、ＬＣＣに対

してそういう話。クルーズ船に対しては補助

金というのは実際出ているんでしょうか。ど
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ういう交渉になっているのか、教えてくださ

い。 

 あと、この整備関係に関する具体的な話、

もうちょっとお知らせください。 

 

○小金丸国際課長 国際課でございます。 

 まず、１点目の御質問でございますが、現

在までの寄港数ですが、一応６月末までに22

隻が参っているところでございます。基本的

に夏場がクルーズ船が多くやってくる時期に

なっているところでございます。 

 それから、２点目でございますが、クルー

ズ船誘致に係る補助でございますが、クルー

ズ船の場合は、特に１隻当たり、あるいは１

人当たりという補助は行っておりません。そ

のかわりではございますが、受け入れにかか

ります、いわゆる人的なマンパワーをもとに

安全管理を行ったり、あるいは初寄港による

アトラクション、そういった部分に関しまし

ては、実質、八代市、あるいは県のほうで負

担しているということになりますので、そう

いった部分に関しましては、一定の支援とい

う形にはなろうかと思います。 

 それから、３点目でございますが、具体的

な今後の仕組みでございますが、ちょっとク

ルーズ船の仕組みを申し上げさせていただき

ますと、基本的に4,000人程度が乗っている

クルーズ船につきましては、１隻、基本的に

丸ごと元請の中国旅行社の１社が買い取る形

になっております。それに対して、下請に中

国の旅行社が数社入りまして、それから、福

岡にある中華系のランド社に、いわゆる日帰

りツアーの世話、バスの手配から観光地の立

ち寄りまでを依頼しているところでございま

す。しかしながら、現在の課題としては、非

常にクルーズ船の旅行商品の価格も安いとい

うことから、実際のランド社に至る、いわゆ

る孫請になるような形のところになります

と、免税店、いわゆる中華系、あるいは韓国

系、台湾系の免税店に立ち寄る中で、そこか

らのバックマージン、これが利益になるよう

な形で企画されているビジネスモデルとなっ

ています。そういったことで、なかなか県内

のほうに、地元消費、お金が落ちないという

ふうな課題もあっております。 

 そういったことで、私どもは、実際、１隻

丸ごと旅行会社が買っているところですが、

実は、２％ほど船会社が直売で売っている枠

がございます。２％となりますと、大体数字

にしますと90名から80名ということになっ

て、人数的には尐のうございますが、そこに

いわゆる地元の市町村等が中心になって、立

ち寄り箇所を推薦いただく中で、地元の県内

の旅行社が商品企画を行いまして、そこに県

のほうが間に入るような形で、船会社のほう

に直接セールス活動を今後行いたいというふ

うに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

 

○ 大造委員 ということは、県がほとん

どどうしたいということは言えないというこ

とですよね。90何名ぐらいはどうしてくださ

いとリクエストできますけれども、ほとんど

がもう元締めというか、そういう人が勝手に

やっちゃうと。その辺、もう一回教えてくだ

さい。 

 

○小金丸国際課長 おっしゃるとおりでござ

いまして、結局、船会社は、ロイヤル・カリ

ビアンでありますとアメリカでございます。

 一方、今船の座席を買っている、キャビン

を買っているところは中国ということで、な

ぜ中国の旅行社に全てを売るかといいます

と、それだけ需要があるということで、アメ

リカの船会社のほうも、リスクがないという

ことでほとんど販売しております。しかしな

がら、この２％枠が、例えば、すぐに完売さ

れる、県内の旅行商品、ツアー商品ですね、

質が高いものが完売されるという状況になり

ましたら、この２％が、３％、あるいは10％
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という形で尐しずつ枠を広げていく中で、私

ども地元のほうである程度ハンドリングでき

るような部分をつくってまいりたいというふ

うに考えております。 

 

○ 大造委員 了解しました。 

 

○早田順一委員長 ほかにございませんか。 

 

○ 大造委員 25ページのラグビーに関し

てですけれども、今回、チケット販売で何か

後手後手に回ったような印象が非常に強く

て、県議会にも何枚お願いしますというリク

エストが執行部から来まして、まあ、それは

それでよかったのかもしれませんが、結果と

して１万9,000席で、私も実際に行きました

が、かなり空席が目立って、どうしたもんだ

ろうと思うんですが、ちょっと問題点がどう

いうところにあったのか、教えてください。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 後ほど報

告事項で報告させていただきますが、そのと

きでよろしいでしょうか。 

 

○ 大造委員 結構です。 

 

○早田順一委員長 ほかにございませんか。 

 なければ、次に、企業局関連で質疑はござ

いませんか。 

 

○松田三郎委員 冒頭の原局長の総括説明の

中で、右岸部を遺構として残す、新聞等でも

拝見をいたしました。そもそもの話ですけれ

ども、これは以前からあった要望なのか、も

しくは、やっぱり地元の方も、だんだんだん

だんこの撤去されていって、やっぱり何か残

さんどなというので、比較的最近出てきた要

望なのかというのをまず教えていただきた

い。 

 

○原企業局長 いつごろからあった要望とい

うことで言えば、比較的最近、やはりいよい

よ撤去が進む中で、荒瀬がそこにあったと、

ダムがそこにあったという形を何らかの形で

残してほしいというのが地元の協議会、地元

の声でもありましたし、専門家でつくります

フォローアップ委員会の中でも、荒瀬の功績

というのをどういう形かで残す方策を検討し

てほしいというのが、声が出始めたのは最近

でございます。 

 

○松田三郎委員 わかりました。ちょっと小

さい話ですけれども、結局、全て撤去する予

定で順次計画どおりに来て、撤去するところ

が残るとなると、使わぬお金が出てくるわけ

ですかね、何か返還とかどうのこうのの話が

出てくるんだったら教えていただきたい。 

 

○原企業局長 確かに、右岸部、撤去予定の

ところを撤去しなければ、工事費が削減され

ます。まだ具体的に幾らというのは出てませ

んけれども、恐らく数千万単位の工事費が不

要になるかと思います。それは、補助金返還

というよりも、ほとんど企業局の内部留保金

で撤去しておりますので、補助金の返還等に

はならないと思います。 

 

○松田三郎委員 わかりました。 

 最後に１点、国交省との協議中ということ

を書いてありますが、言える範囲で結構です

けれども、なかなかちょっと国交省はうんと

言わないとか、あるいは、まあ残す分にはい

いかな、何かちょっともめそうな点とか、今

ざっくり、いや、非常に順調にいっています

とか、その辺言える範囲で結構ですけれど

も。 

 

○原企業局長 現在、地元の八代河川国道事

務所、そして九州地方整備局と協議をしてお

るところでございます。国のほうも、まだ、
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もともとやはり全部撤去するということで当

初の計画を出しておりましたので、その計画

の変更となりますと、やはり今そこに残すこ

とでどれくらい河川あるいは道路に影響があ

るかという影響も含めて、今国のほうも検討

されておりますので、まだちょっとどういう

回答があるかは、今のところ何とも言えない

ところでございます。 

 

○松田三郎委員 わかりました。 

 

○早田順一委員長 ほかにございませんか。 

 

○城下広作委員 関連して。もともとこの荒

瀬ダムの撤去は、我が国の最初の既存ダムの

撤去ということで非常に注目もされていて、

これは、撤去のやり方も、いろんな時間をか

けて、どういうふうに壊していこうかという

技術的にも検討してきたんですよ。なので、

非常に希尐だということで、この崩す段階も

しっかりデジタル的に残して、そしてこれを

後世に伝えていこうという流れでやってきた

と思います。それはうまくできているのか、

今日までの部分で。それと、それは最終的に

はどういう形でまとめて、どういうところで

見せようとするような形まで考えているの

か、ちょっとそれを確認したい。 

 

○原企業局長 城下委員からありましたよう

に、全国初の本格的なダム撤去ということで

注目されている工事だと思います。国からの

さまざまな交付金も活用しながら撤去を行っ

ております。つくるほうじゃなくて、壊すほ

うの工事ということですので、そこの経過に

つきましては、映像、あるいは写真、そして

最終的には工事誌ということで記録にきちん

と残して、そこは、全国に、あるいは後世に

伝えていきたいと思っております。 

 それと、前回御報告しましたように、左岸

部、そして今度、もしかして残すかもしれな

い右岸部も含めて、荒瀬ダムがここにあった

というのを紹介するような、簡単なポケット

パーク的なものをつくって後世に残していき

たいという計画を持っております。 

 

○城下広作委員 大変大事な部分だと思う

し、そのことを――だから、どこでも壊すわ

けじゃなくて、いわゆる違う構造物を、例え

ば手をかけるにしても、非常にいろんな方、

視察とか、それを見にくるというような形の

ことも、期待が高まると思いますので、そう

いうことに対しては、先ほど遺構を残すこと

と同時に、しっかり整理して、いいものでつ

くってもらいたいというふうに要望しておき

たいと思います。 

 

○ 大造委員 基礎的なことをちょっと確

認なんですけれども、この荒瀬ダムの撤去

で、当初、20何億ぐらいかかるという、ちょ

っと金額曖昧なんですが、今までどのくらい

撤去費用が累計でかかったのかと、あと幾ら

ぐらいかかるのかと。あと、熊本県の手出し

分というのは全体で何％ぐらいで、結果的に

どのくらいを予定しているのかと、あと、最

後に、最大のもうけ頭の藤本発電所、荒瀬ダ

ムがなくなったことによって企業局が結構会

計上ダメージこうむるというふうに以前お聞

きしてたんですが、これにかわるような何か

新しい事業とか、まあ、転換の仕方ですね、

そういうのがおありなのか、教えてくださ

い。 

 

○原企業局長 撤去の工事費ですけれども、

平成23年の委員会のほうに全体の事業費とい

うことで当時御報告しています数字は、全体

で約88億円。これは、ダム本体の撤去費に加

えて、河川護岸の強化とか、道路のかさ上

げ、あるいは環境モニタリング調査あたりを

含めた全体的な事業費を88億ということで試

算しております。 
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 そのうち、国のほうから、環境省と国交省

から交付金をいただいておりますので、その

交付金もうまく活用しながら、残りは、企業

局の内部留保の資金を今投入しているところ

でございます。 

 それと、藤本発電所が撤去されますと、企

業局にとっては大きな減収になります。それ

につきましては、現在、市房ダムと緑川ダム

の発電所を、リニューアル工事に取りかかっ

ておりますけれども、そのリニューアルが終

了いたしますと、再生可能エネルギーの固定

価格買い取り制度、いわゆるＦＩＴというこ

とで、買い取り価格が現在の３倍ほどに上が

りますので、その買い取りがある20年間は、

十分収入が確保できるものと試算しておりま

す。 

 

○ 大造委員 了解しました。 

 

○早田順一委員長 ほかに質疑ありません

か。 

 なければ、以上で議案等についての質疑を

終了いたします。 

 それでは、ただいまから、本委員会に付託

されました議案第１号、第２号、第12号及び

第13号について、一括して採決をしたいと思

いますが、御異議ありませんか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○早田順一委員長 御異議なしと認め、一括

して採決いたします。 

 議案第１号外３件について、原案のとおり

可決することに御異議ありませんか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○早田順一委員長 御異議なしと認めます。

よって、議案第１号外３件は、原案のとおり

可決することに決定いたしました。 

 次に、今回付託された請第24号を議題とい

たします。 

 請第24号について、執行部から状況の説明

をお願いいたします。 

 

○西川消費生活課長 消費生活課でございま

す。 

 請第24号消費者自立のための生活再生総合

支援事業について御説明いたします。 

 この事業は、多重債務者や熊本地震の被災

者などの生活再生の支援が必要な県民に対

し、面談による家計診断、生活指導を行い、

また、弁護士などの法律専門家による債務整

理の支援や、必要に応じまして、生活再生中

の臨時的な生活資金の貸し付け、貸し付け後

のフォローまで、一貫した支援を行うもので

ございます。 

 平成22年度からグリーンコープ生活協同組

合くまもとに委託実施しております。 

 なお、従来は、多重債務者への支援事業で

ございましたが、昨年度から支援の対象者を

熊本地震の被災者にも拡大し、さらに、今年

度から、依存症や就労問題などの消費生活上

のさまざまな問題を抱え、生活再生が必要な

方々の支援事業にも拡充いたしております。

これまでの７年間の事業実績といたしまして

は、面談による相談件数が約4,400件、貸付

額は合計約２億1,000万となっております。 

 また、熊本地震の被災者には1.5％の特別

金利で生活資金の貸し付けを行っておりまし

て、昨年度の被災者への貸付実績は50件、貸

付額は約1,900万円でございます。貸付目的

は、被災に伴う失業、収入減などによる生活

資金の貸し付けが６割となっております。 

 本事業は、多重債務者などの生活再生、さ

らには被災者の生活再生を支援する観点から

も非常に重要な事業と考えておりますので、

どうぞよろしくお願いします。 

 説明は以上でございます。 

 

○早田順一委員長 ただいまの説明に関して

質疑はありませんか。 

  （｢ありません 」と呼ぶ者あり) 

○早田順一委員長 なければ、これで質疑を
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終了いたします。 

 次に、採決に入ります。 

 請第24号についてはいかがいたしましょう

か。 

  （｢採択」と呼ぶ者あり) 

○早田順一委員長 採択という意見がありま

すので、採択についてお諮りいたしたいと思

います。 

 請第24号を採択とすることに御異議ありま

せんか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○早田順一委員長 異議なしと認めます。よ

って、請第24号は、採択とすることに決定い

たしました。 

 次に、継続審査となっております請第18号

を議題といたします。 

 請第18号について、執行部から状況の説明

をお願いいたします。 

 

○前野エネルギー政策課長 エネルギー政策

課でございます。 

 請第18号の説明資料をお願いいたします。 

 この請願につきましては、エネルギー政策

課と循環社会推進課に関連しておりますが、

私のほうで一括して説明させていただきま

す。 

 まず、１の経過でございます。 

 山口海運が御所浦で約40年間岩石採取を行

っております。昨年３月に次期採取計画の認

可申請が出され、県は、採石法に基づきまし

て、天草市に意見書の照会を行いました。そ

れを受け、天草市は、地元の御所浦まちづく

り協議会に意見を求めました。その後、８月

にまちづくり協議会から、2,000人の署名を

添えて、採石計画に反対する申し入れ書が提

出され、９月に請願がなされております。 

 次に、２の請願の内容でございますが、

①、②にありますとおり、採石場への指導状

況としゅんせつ土砂や製鋼スラグを使用した

事業計画に関する県の考え方を地域住民に説

明すること、③にあります、採石場内外の水

質等の調査をまち協立ち会いで行い、その結

果を示すことなどでございます。 

 次に、３、請願への対応状況でございます

が、(1)の環境影響に関する調査でございま

す。本年５月まで７回実施しております。結

果は、環境基準に照らして問題がないことが

確認できております。また、今後も調査を実

施し、結果を天草市やまち協へ報告すること

としております。 

 次に、(2)地域住民への説明状況でござい

ますが、昨年11月22日に実施しております。

④に主な意見を記載しております。 

 裏面をお願いします。 

 (4)をお願いします。 

 まちづくり協議会との協議状況でございま

すが、昨年末から、県からまち協に対しまし

て、住民、事業者、県、天草市の４者による

緑化や環境保全の協議、それから協定締結を

提案いたしましたが、折り合いがついてない

状況でございました。 

 そういう状況の中、多くの関係者の御協力

もあり、６月５日に、①の３者会談を実施い

たしました。その結果は、4)協議の概要にあ

りますとおり、まち協から事業者との協議に

応じる意向が示されました。それを受けまし

て、②になりますが、６月15日に３者協議を

開始し、協定締結を念頭に、事業者への具体

的な要望事項に関する協議を開始していると

ころでございます。 

 ４、今後の対応でございますが、(2)に記

載しております、まち協と事業者による協定

締結に向けた協議につきまして、天草市と連

携して進めることとしております。 

 説明は以上でございます。 

 よろしく御審議のほどお願いします。(発

言する者あり) 

 

○早田順一委員長 大変失礼いたしました。

委員長、副委員長には、ちょっと事前にいた
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だいとったもんですから皆さんに配ってある

ものと思っておりまして、失礼いたしまし

た。 

 

○前野エネルギー政策課長 説明資料の配付

につきましては、当部のほうで連携不足で申

しわけございません。 

 もう一回簡単に説明させていただきます。 

 説明資料、１のところに経過を書いており

ます。 

 ④28年９月、まち協が県議会に対し、山口

海運の岩石採取に関する請願書を提出してお

ります。その後、この委員会で継続審議とな

っております。 

 ３の請願への対応状況でございますが、７

回、環境調査を実施したところ、環境基準に

照らし、全てに問題がないことを確認してお

ります。 

 それから、裏面の(4)昨年から、まちづく

り協議会に対しまして、県のほうとしては、

事業者も入れて、県も市も入りますので、一

緒に協定をという提案をしていましたが、な

かなか折り合いがつかず、年明けから多くの

関係者の御協力をいただきながら、本年６月

５日に、天草市長、県の田嶋副知事も出席の

上、まち協との３者協議を実施しました。そ

の結果、4)協議の概要にありますが、まち協

から、採石場の跡地整備、緑化、環境保全等

につきまして、事業者との協議に応じる意向

が示されております。 

 ②にありますとおり、６月５日の３者協議

を受けまして、まち協と天草市、県の３者協

議を実施いたしました。この中で、まち協か

らいろいろ協議会の意見をお聞きして、今

後、事業者との協議を進めるというふうにな

っております。 

 今後の対応といたしまして、４の(2)まち

協と事業者による協定締結に向けた協議につ

きまして、天草市と連携して進めることとし

ております。 

 以上でございます。 

 

○早田順一委員長 ただいまの説明に関して

質疑ありませんか。 

 

○松田三郎委員 これは継続が続いていまし

たので、状況は大体事案把握しております

し、その後も、大分、県のほうも丁寧になさ

っておられるんでしょうけれども、ちょっと

前提としてお伺いしたいのは、この認可は、

やっぱりある程度条件がそろうと認可せざる

を得ない、極端に言うと、地元の反対があっ

ても、条件がそろっていれば認可せざるを得

ないという話を以前聞きまして、ということ

は、裏を返せば、昨年の28年３月に申請を受

理している、年数がこれからたっていくと、

もしかすると、その事業者のほうから裁判と

かというのも、他県の例では――この件に関

してじゃなくてですね、あるやに聞いてい

る。そこで、県としても、ただほっといて、

不作為じゃなくて、いろいろ地元との協議な

り協定に向けて努力していると、そのおそれ

はないんだろうと思いますけれども、その条

件のそろいぐあいとか、あるいはこの年数が

若干たっている、これからたつかもしれな

い、そういうところの見通しなり、逐一、例

えば、事業者のほうに、申請者のほうにある

程度説明しとかぬと、やっぱり向こうも心配

でしょうから、その点の対応含めてちょっと

お聞かせいただければと思います。 

 

○前野エネルギー政策課長 エネルギー政策

課でございます。 

 まず、制度的には、土地の権原とかそうい

う条件がそろえば、県のほうでは、もう認可

せざるを得ない状況になります。ただ、この

まちづくり協議会の関係者の中に、若干採石

場内の土地の所有者がおられて、そこが、契

約上、我々が見て、これは本当にこの一筆一

筆ごとの契約が正式かどうかというのが判断
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できかねますということで、一応今のところ

まだ採石場内全ての権原が整った状態ではご

ざいません。ですので、県としては、一つ一

つ事業者のほうが解決してくる分を、――補

正に素直に従っています。それで、今のとこ

ろ、申請書は受け取っている段階でございま

す。 

 それと、この認可につきましては、４年、

５年とかいう岩石採取の期限の定まった認可

でございます。今回、こういうもめごととい

うか、紛争になったことで、これを無理やり

認可したところで、次期認可のときも、同じ

ように地元の市町村、地元の方々の意見を聞

くという段階になりますので、今回を機に、

先ほど言いました話し合う場を設けて、でき

れば、そういうふうにしていきたいと思いま

す。 

 また、時期でございますが、今回、山口海

運に対する地元の意見を聞きましたので、そ

れを事業者のほうにまとめて整理をして提案

をしていこうかなと思っております。まだ今

のところ、いつというような時期は見えない

状況でございますが、できるだけ早くこうい

う地元と事業者さんの話し合う場、それに

県、市も立ち会っていきたいなと思っており

ます。 

 以上でございます。 

 

○松田三郎委員 わかりました。 

 

○早田順一委員長 ほかにございませんか。 

 

○城下広作委員 参考に教えてください。製

鋼スラグというのが水に触れると、どういう

ことが影響があるんですか。まさか今回影響

があるとかそういう意味じゃなくて、参考と

して。 

 

○久保循環社会推進課長 製鋼スラグという

ものは、銑鉄やスクラップ、これを成分にし

て鋼鉄をつくる過程で出てくる副産物でござ

います。その副産物をつくる前の段階で、い

わゆる石灰石というものを非常に多量に使う

関係で、それが残渣、残りかすとして、スラ

グと一緒にまじって出てきます。この関係

で、炭酸カルシウム分が水に触れると非常に

高くなって、アルカリ性を強く出す、出てく

るという性質を持っているものでございま

す。 

 

○城下広作委員 それをしっかり水に触れな

いようにすれば問題ないということなんでし

ょうか。何かもしそういうことを考えてもら

えれば大丈夫なんですね。いいです、それ

で。 

 

○ 大造委員 民進・県民クラブで、春先

でしたか、御所浦に一度この現場を見に行っ

てまして――執行部の方、御存じと思うんで

すが、かなりもめてたんですね。クレームと

いうか、県の対応がまずいという声が届いて

たんですが、今こういう対応をしていただい

て随分おさまったという言い方なんですが、

随分理解を得られたと考えてよろしいんでし

ょうか。 

 

○前野エネルギー政策課長 エネルギー政策

課でございます。 

 この請願が出された当時に県の説明を何回

も丁寧に差し上げたつもりなんですが、なか

なか聞いていただけなかったんですが、先ほ

ど、６月５日、天草市長、田嶋副知事とまち

協との話し合い、３者会談という形で実施し

たところ、まち協の方々も、事業者と話し合

ってもいいという形で御了解をいただいてお

ります。 

 ただ、きょうも新聞等に報道されています

が、採石場そのものに対する深い懸念という

か、そういうことをお持ちなんで、そういう

ところはまだきれいに解決しているという
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か、きれいに県のほうを信用していただいて

いるということではないかとは思いますが、

以前よりも大分聞いていただくようになった

と思っております。 

 以上でございます。 

 

○ 大造委員 了解しました。 

 

○早田順一委員長 ほかにございませんか。 

 なければ、これで質疑を終了いたします。 

 次に、採決に入ります。 

 請第18号についてはいかがいたしましょう

か。 

  （｢継続」と呼ぶ者あり) 

○早田順一委員長 継続という意見がありま

すので、継続についてお諮りいたします。 

 請第18号を継続審査とすることに御異議あ

りませんか。 

  （｢なし」と呼ぶ者あり) 

○早田順一委員長 御異議なしと認めます。

よって、請第18号は、継続審査とすることに

決定いたしました。 

 次に、閉会中の継続審査事件についてお諮

りいたします。 

 議事次第に記載の事項について、閉会中も

継続審査とすることを議長に申し出ることと

してよろしいでしょうか。 

  （｢はい」と呼ぶ者あり) 

○早田順一委員長 それでは、そのように取

り計らいます。 

 次に、その他に入ります。 

 執行部から報告の申し出が10件あっており

ます。 

 まず、報告について執行部の説明を求めた

後、一括して質疑を受けたいと思います。 

 それでは、順次報告をお願いいたします。 

 

○中川政策審議監 商工政策課でございま

す。 

 まず、当課から、環境生活部、商工観光労

働部両部に係るその他報告事項の①について

説明させていただいた後、各課から、①に関

係する②から④まで説明いたします。その

後、その他の⑤から⑧までの順で説明させて

いただきます。 

 ⑨の中小企業振興基本条例に基づく取り組

み及び⑩の技能検定実技試験に係る手数料条

例の改定につきましては、資料配付のみとさ

せていただきます。 

 それでは、復興重点10項目について説明い

たします。 

 報告資料のＡ３横長カラー刷りの資料をお

願いいたします。２枚とじになっておりま

す。 

 この10項目につきましては、熊本地震から

の創造的復興に向けた復旧・復興プランに掲

げる28のロードマップの中から重点的に進捗

管理を行う10項目を選定したものでございま

す。 

 資料の左側から、項目名と担当部の名称、

中ほどに平成28年度から平成31年度までの取

り組みの概要、一番右側の欄に平成31年度末

の到達イメージを記載しております。 

 資料の中の濃い青色四角の箇所が既に達成

完了した取り組みでございます。黄色四角の

箇所は、進捗の指標となるものでございま

す。この資料は、本年の５月31日時点で作成

しておりまして、今後の状況の推移に合わせ

て更新してまいります。 

 この10項目の中に本委員会に係るものが４

項目ございますので、進捗状況を御報告させ

ていただきます。 

 まず、１つ目は、１枚目の上から２段目の

欄にあります災害廃棄物の処理でございま

す。これにつきましては、別途、その他報告

事項の中に熊本地震に係る災害廃棄物処理に

ついてを用意しておりますので、後ほど、そ

の中で説明させていただきます。 

 資料の２枚目をお願いいたします。 

 ２つ目は、被災企業の事業再建でございま
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す。 

 一番上の欄をごらんください。 

 欄の上段のグループ補助金につきまして

も、別途、その他報告事項の中にグループ補

助金の執行状況等についてを用意しておりま

すので、後ほど、その中で説明させていただ

きます。 

 下段の制度融資でございますが、平成28年

度融資実績が約1,123億円、平成29年度の新

規融資枠としましては1,000億円を確保して

いるところです。 

 次、３つ目でございます。 

 ３つ目は、下のほう、９番目でございます

が、八代港のクルーズ拠点整備でございま

す。同じ資料の下から２番目でございます。 

 欄の１段目は、国の事業でございまして、

本年４月にクルーズ船専用となる耐震強化岸

壁が国直轄事業として採択されております。 

 ２段目は、クルーズ船の受け皿整備でござ

いまして、県事業としまして、大型バス駐車

場整備に取り組む予定でございます。 

 ３段目、４段目は、旅客ターミナル、おも

てなしエリアの整備でございまして、県と船

社であるロイヤル・カリビアン社との間で今

後協議等を進めてまいる予定でございます。 

 最下段は、新たなクルーズ旅行商品の造成

でございまして、先ほどの補正予算でも御説

明させていただきましたが、クルーズ船の効

果が広く県内各地に波及するよう、地元消費

型の旅行商品づくりを進めてまいります。 

 ４つ目は、国際スポーツ大会の成功でござ

います。一番下の欄でございます。 

 欄の１段目は、女子世界ハンドボールでご

ざいます。この８月には、人吉市、宇城市、

山鹿市の３カ所でプレ国際大会を行う予定で

あり、12月には、熊本大会の前大会となるド

イツ大会が開催される予定でございます。 

 ２段目のラグビーにつきましては、別途、

その他報告事項の中にラグビー日本代表国際

テストマッチについてを用意しておりますの

で、その中で説明させていただきます。 

 ３段目は、両大会のレガシー関連でござい

ます。くまもとハロープログラムとして、官

民一体となり、さまざまな取り組みを進めて

まいる予定でございます。 

 商工政策課は以上でございます。 

 引き続き、関係各課から説明させていただ

きます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○久保循環社会推進課長 循環社会推進課で

ございます。 

 環境生活部の報告の８ページをお願いいた

します。 

 復興重点10項目の２つ目となっております

熊本地震に係る災害廃棄物処理について御報

告申し上げます。 

 まず、１、熊本県災害廃棄物処理実行計画

(第２版)についてです。 

 改訂の概要は、環境生活部長が総括説明で

申し上げたとおりでございますので、８ペー

ジの御説明は省略させていただきまして、10

ページ、Ａ３判の資料、熊本県災害廃棄物処

理実行計画第２版の概要で、改訂部分以外の

ポイントも含めて御説明申し上げます。 

 この実行計画は、県全体の災害廃棄物処理

を推進するための指針とするため、熊本地震

発生から約２カ月後の昨年６月に策定したも

のでございます。その後、公費解体の本格化

や災害廃棄物処理の全体的な進捗など、大き

く状況が変化してまいりましたので、本年３

月末で被災市町村の公費解体申請受け付けは

おおむね終了し、解体する建物の最終的な量

が見えてきたことを機に、６月９日付で改訂

を行っております。 

 ページ右上の第２章、基本方針でございま

すが、処理主体は、困難な部分は県が受託し

ますものの、基本的には、法令に基づいて市

町村であること、処理期間については、発災

後２年以内の処理終了を目標としているこ
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と、処理方法については、再生利用の目標を

70％以上とし、被災市町村、県内、県外の優

先順位で処理を進めること、以上３点につい

ては変更ありません。 

 左側、第３章、災害廃棄物の処理実行計画

の第１節、損壊家屋等の公費解体につきまし

ては、昨年６月の計画策定時点では準備中で

ございまして、掲載しておりませんでしたけ

れども、その後、市町村が個別に策定してい

る計画を本年３月末の申請受け付け終了を機

に見直していただきまして、新たに追加した

ものでございます。全市町村において、来年

３月までに解体が完了する内容となっており

ます。 

 その下の第２節、災害廃棄物の発生量につ

きましては、これまでの実績に基づいて推計

量を約195万トンから289万トンに見直してお

ります。平成27年度の県全体の一般廃棄物処

理量の5.2倍、すなわち5.2年分に相当する量

でございますが、メーンとなっている解体に

よる廃棄物は、市町村ごとに計画的に処理が

進められており、本年４月末時点で既に６割

強に当たる177万トンの処理を終えておりま

すので、当初の２年以内の目標は十分達成で

きるものと考えております。 

 右側中段の第４節、県内処理と広域処理に

つきましては、現在、県内の施設の処理能力

で不足します解体で生じる木くず等の場合に

つきまして、県外施設で処理を行っておりま

す。 

 その下の第５節、事務の委託につきまして

は、目標期間内での処理が困難な７市町村か

ら県で処理を受託しておりますけれども、熊

本空港南側に二次仮置き場を整備の上、昨年

９月末から木くず、コンクリート殻と順次受

け入れを拡大しまして、本年１月からフル稼

働で処理を進めているところでございます。 

 以上が第２版の概要でございます。 

 最後に、９ページに戻っていただきまし

て、２、公費解体及び災害廃棄物処理の進捗

状況でございますが、既に公表し、報道され

ている内容でございますので、御説明を省略

させていただきます。 

 引き続き、早期の災害復旧、復興へ向け

て、誠心誠意全力で取り組んでまいりますの

で、今後とも、委員各位の御支援、御協力を

よろしくお願いいたします。 

 循環社会推進課からは以上でございます。 

 

○浦田商工振興金融課長 商工振興金融課で

ございます。 

 商工観光労働部の経済環境常任委員会報告

事項のインデックス商工２の14ページをお願

いいたします。 

 グループ補助金の執行状況等について御報

告いたします。 

 まず、上段の四角囲み、１、進捗状況につ

いてでございます。 

 １段目の復興事業計画認定、いわゆるグル

ープ認定のところの帯をごらんいただきたい

と思います。 

 第１次、第２次公募分で419グループを認

定しまして、補助金申請予定件数が4,386

件、約1,339億円となっております。また、

その右側のところでございますけれども、先

月末、第３次公募分のうち、50グループを認

定しまして、補助申請予定件数378件、約70

億円を追加で見込んでおります。 

 次に、２段目でございます。 

 補助金交付申請の帯ですけれども、これま

で、グループ認定された補助金申請予定件数

の約７割となります3,254件、約908億円が交

付申請されております。逆に、約３割の方、

未申請という状況でございます。 

 次に、３段目の交付決定の帯でございます

けれども、これまで、2,192件、約538億円を

交付決定しております。 

 次に、下段の四角囲みの課題と取組状況に

ついてでございます。 

 左のほうに課題、右のほうに取り組み状況
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を記載しております。 

 まず、課題の１点目として、まだ申請され

ておりませんグループ認定済みの申請予定者

の申請促進、それと、申請できない理由等の

洗い出しでございます。 

 ２点目の課題としましては、さまざまな事

情により、グループ認定にも至っていない申

請予定者へのアプローチがございます。 

 これらの課題に対しましては、右の取り組

み状況のほうですけれども、５月にしており

ます申請予定者等へのアンケート調査の結

果、それと、益城町、西原村、南阿蘇村及び

県庁において実施しております個別相談会を

通しまして、申請の促進等に向けた取り組み

を進めていきたいと考えております。 

 ３点目の課題、補助金の交付決定及び支払

い事務の迅速化についての取り組み状況とし

ましては、４月に設置しました企業復興支援

室を初め、各部各課や外部委託先としており

ます受付センターとともに、集中的な処理に

取り組んでいるところでございます。 

 ４点目の課題としましては、今年度中に申

請ができないなど、さまざまな事情を抱えら

れている事業者に対しての平成30年度以降の

対応でございます。これについては、先般の

政府提案でも要望しておりますが、アンケー

ト調査や相談会などにより、個別の事情を把

握の上、しっかりと国と協議してまいりたい

と思っております。 

 説明は以上でございます。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 国際スポ

ーツ大会推進課でございます。 

 報告事項のインデックス商工５、18ページ

をお願いします。 

 ６月10日に行われました国際ラグビーテス

トマッチについて御報告いたします。 

 県議会の皆様を初め、県内、多くの企業、

団体の皆様、また、九州各県の御支援を受

け、１万8,585人もの方々に来場していただ

きました。 

 次に、３、観客輸送についてです。 

 ワールドカップ本番を見据えまして、自家

用車の乗り入れを制限しましたところ、１万

2,000人以上の方々が、パーク・アンド・バ

スライドなど、何らかの交通機関を利用され

て来場されました。 

 当日は、大きな交通渋滞はなかったと聞い

ておりますけれども、シャトルバスの運用や

タクシーの手配など、さまざまな御意見をい

ただいております。会場では、アンケート調

査も行っておりますので、しっかり分析し、

本番に向けた輸送計画に生かしていきたいと

思います。 

 19ページをお願いします。 

 真ん中の４は、ファンゾーンイベントで

す。 

 試合の前後に試合以外にも観客に楽しんで

いただくものです。ステージイベント、体験

コーナー、グルメゾーンなどを設けました。

キックオフの時間は午後２時40分、また、開

場時間は正午でしたけれども、観客の集まり

は早く、試合開始前、多くの方が利用されて

いました。このファンゾーンイベントは、観

客の来場時間の分散化を図るという目的もあ

りましたので、今回のファンゾーンの実施

は、一定の効果があったのではないかと考え

ております。一方、帰宅時は、そのまま帰宅

される方が多く、試合前ほどの利用はありま

せんでした。このファンゾーンについても、

本番に向けてしっかり検証してまいります。 

 次に、５、交流事業についてです。 

 今回、日本代表、ルーマニア代表のチーム

においても、積極的に県民との交流を行って

いただきました。特に、交流した子供たちに

とっては、世界トップレベルの選手と直接触

れ合う貴重な体験となったことと思います。 

 今回のテストマッチは、天候にも恵まれ、

県議会を初め多くの県民の皆様の御支援をい
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ただき、特に大きな混乱もなく、開催するこ

とができました。このことは、ワールドカッ

プの開催地として、日本ラグビー協会やワー

ルドカップ組織委員会からも高い評価が得ら

れたものと考えています。 

 また、世界トップレベルの迫力あるプレー

を間近に見られたことや日本代表の勝利もあ

り、ラグビーに関心を持っていただいた方も

ふえ、ワールドカップに向けた期待感が高ま

ったと思います。 

 一方、 委員御指摘のとおり、観客は、

当初の見込みを上回ったとはいえ、満員の会

場にはまだほど遠い状況でした。その対応が

後手後手になったという御指摘ですけれど

も、要因としましては、今回、６月10日の試

合開催日でしたけれども、チケットの販売が

４月１日からと２カ月前になっております。

期間として、もうちょっと早くしてほしいと

いうことは地元からお話ししておりましたけ

れども、４月１日からの販売となりました。

また、一方、それに向けての広報物、チラシ

とかポスターについては、なかなか早く届か

ず、３月末に届いたという状況でしたので、

なかなか広報が実働しづらかったというのは

１つ原因としては挙げられます。 

 また、今回のチケット販売なんですけれど

も、今回のテストマッチは、熊本、静岡、東

京、３カ所でありました。３カ所ありました

けれども、同じチケット販売会社が販売した

こともあって、インターネットとかコンビニ

での販売が主流となっております。熊本の場

合、ラグビーの試合でいいますと、県ラグビ

ー協会の方々がチケットを手売りで売られて

いるというやり方でしたので、なかなかその

方法になじみがなかったというのも原因の一

つではないかなと考えております。 

 また、今回の集客、また、観客輸送も含

め、今回の課題は多いと認識しております。

ただ、今回テストマッチを開催したことによ

り、実地の経験を積むという貴重な経験を早

く持つことができました。この経験をしっか

り検証し、本番に向け、今後着実に準備を進

めてまいりたいと思います。 

 以上で報告を終わらせていただきます。 

 

○田村環境政策課長 環境政策課でございま

す。 

 経済環境常任委員会報告事項、環境生活部

のタブで環境１と書いてあるところでござい

ますが、１ページ目になります。 

 チッソ株式会社の平成28年度決算の概要に

ついて御説明をいたします。 

 去る５月にチッソ事業子会社であります 

ＪＮＣの平成28年度決算が発表されました。

主力の液晶ディスプレー市場における円高の

影響などによって減収減益となり、経常利益

は前年度を下回る約60億円となりました。し

かし、平成12年のチッソ金融支援抜本策にお

きます経常利益目標額53.2億円は達成してお

り、患者補償金の支払いには支障のない水準

が確保されております。 

 なお、平成29年度の業績予想につきまして

も、同水準の60億円が予想されているところ

でございます。 

 ２ページ及び３ページをお願いいたしま

す。 

 チッソの決算確定に伴いまして、金融支援

抜本策のルールに基づき試算いたしました平

成29年度の支援措置額でございます。 

 ポイントのみ説明させていただきます。 

 まず、３ページ目の参考２の図の右側をご

らんください。 

 今年度のチッソの経常利益の配分図でござ

います。国と県の連絡会議で申し合わせまし

たルールに基づき、患者補償費、租税公課等

を除きました本年度のチッソからの公的債務

の返済額の見込みは、中ほどの黒い部分です

が、17.7億円となる見込みです。 

 ２ページに戻っていただきまして、参考１

をごらんください。 
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 金融支援措置の仕組みを図にしたものでご

ざいますが、ただいま申し上げました返済見

込み額17.7億が、図の右側の３つの矢印の一

番上の矢印⑥に当たります。一方、本年度の

ヘドロ立替債と患者県債の償還額が、左側の

二重線で囲みました部分の(ア)の60.1億円と

なります。この差額42.4億円に対しまして、

８割を国庫補助、２割を特別県債で手当てす

ることとされております。その差額が、それ

ぞれ⑦の33.9億円と⑧の8.5億円でございま

す。 

 なお、この特別県債につきましては、元利

償還金につきまして100％交付税措置されて

おります。 

 左側の下の３つ、平成７の一時金、特別県

債、平成22の一時金につきましては、支払い

猶予でチッソの返済がまだ始まっていないな

どのため、県として、平成29年に償還すべき

分を一般会計から繰り出して返済するもので

ございます。 

 以上でございます。 

 

○山口環境保全課長 環境保全課でございま

す。 

 報告事項の４ページをお願いいたします。 

 水俣湾環境対策基本方針に基づく水俣湾の

環境調査結果及び水俣湾埋立地の点検・調査

結果について御説明いたします。 

 まず、１の水俣湾の水質等の水銀調査結果

でございます。 

 (1)の調査の趣旨のとおり、平成13年に策

定した水俣湾環境対策基本方針に基づき、中

長期的視点から環境状況を把握するために、

毎年実施しているものでございます。 

 (2)に調査項目、調査時期等を、(3)に調査

結果を記載しております。 

 平成28年度の結果は、(3)のアのとおり、

水質及び地下水ともに総水銀は検出されてお

りません。イの底質では、最大で4.3ppmと暫

定基準値の25ppmを下回っております。ウの

魚類調査につきましても、カサゴ、ササノハ

ベラの２魚種ともに水銀の暫定規制値を超え

ておりません。 

 今年度も、引き続き同様の調査を実施する

予定としております。 

 次に、５ページをお願いします。 

 ２の水俣湾埋立地の点検・調査結果につい

て御説明いたします。 

 これは、港湾課、都市計画課が担当してお

りまして、(1)の点検・調査の趣旨のとお

り、水俣湾環境対策基本方針に基づき、埋立

地の安全性の確認と必要な補修の把握を目的

として、毎年実施しているものでございま

す。 

 (2)に点検・調査項目、調査時期等を記載

しております。 

 調査内容は、埋立地護岸前面の水質調査、

埋立地地盤の標高を測定し、従来の測定値と

比較しながらの地盤の変動を観察する地盤調

査、護岸や岸壁などの構造物において、傾き

やひびなどの変状や損傷、腐食がないかを調

査する構造物変状調査を行っております。 

 平成28年度の結果は、(3)のとおり、埋立

地護岸前面の海域から水銀は検出されており

ません。イの地盤調査では、異常な沈下及び

陥没は見られませんでした。ウの構造物変状

調査でも、構造物に影響を及ぼすような変状

等は見られませんでした。 

 今年度も、同様の点検と調査が予定されて

おります。 

 今後も、定期的な調査と補修を行いなが

ら、埋立地の管理に万全を期されるものと考

えております。 

 引き続き、報告事項の６ページをお願いし

ます。 

 平成28年度に実施したダイオキシン類対策

特別措置法に基づく調査結果等について御説

明いたします。 

 まず、１の環境調査でございます。 

 法に基づき、県内の大気、水質、水底の底
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質及び土壌の汚染状況を調査しました。 

 調査は、県内を４ブロックに分けてローリ

ング調査で行っておりまして、平成28年度

は、宇城、天草地区で調査をしております。 

 結果は、調査した全ての地点で環境基準値

以下でございました。 

 調査の詳細は、(1)、(2)にお示ししたとお

りでございます。 

 次に、７ページをお願いいたします。 

 ２の県による検査結果でございます。 

 排出基準適合状況を把握するため、特定工

場に立ち入りし、排出ガス及び排出水等の調

査を実施しております。延べ９施設に対して

検査を実施した結果、全て排出基準値内でご

ざいました。 

 また、ばいじん、燃え殻についても検査し

ましたが、特別管理産業廃棄物に該当するも

のはございませんでした。 

 ３の法定自己検査結果でございます。これ

は、法に基づき、特定施設の設置者に年１回

以上の自己検査の実施が義務づけられており

ますが、その実施状況について調査を行った

ものでございます。平成28年度末現在の法定

自己検査義務対象施設131施設のうち、自主

検査を実施したものは112施設であり、１施

設を除きまして、全て排出基準値以下でござ

いました。基準値を超過した１施設は、年度

内に改善対策を完了しております。 

 なお、自主検査未実施が19施設ありました

が、いずれも稼働休止中でございました。 

 環境保全課の説明は以上でございます。 

 

○永友観光物産課長 観光物産課でございま

す。 

 説明資料の16ページ、インデックス商工４

をお願いします。 

 次期「ようこそくまもと観光立県推進計

画」の策定状況について御報告させていただ

きます。 

 １、計画の位置づけをお願いします。 

 本計画は、ようこそくまもと観光立県条例

第８条に基づき策定するものでございます。 

 ２、これまでの計画の推移をお願いしま

す。 

 平成20年度から第１期、第２期と計画を策

定しており、第３期計画につきましては、熊

本地震の影響により策定の時期を延期し、現

在策定を進めているところでございます。 

 ３、今回計画のポイントをお願いします。 

 「熊本地震からの観光の創造的復興の実現

～つながりを力に～」を基本目標とし、ま

た、熊本地震により阿蘇と熊本城が傷んだこ

とを受け、「重点的・吊り上げ型」の施策か

ら、熊本城、阿蘇観光の再生と各地域におけ

る観光ブランド力の強化へとシフトし、県全

体の底上げを図っていくこととしておりま

す。 

 ４、今回計画作成の経緯をお願いします。 

 ことしの２月に熊本県観光審議会へ諮問

し、５月22日に答申をいただいたところで

す。本日お示しさせていただいている概要案

は、審議会の答申内容でございますが、今

後、パブリックコメントの手続を経て、９月

上旪ごろまでには計画を作成したいというふ

うに考えております。 

 続きまして、17ページのＡ３横の計画の概

要(案)について御説明をいたします。 

 右上の数値目標をお願いします。 

 これまでの計画で設定しておりました①延

べ宿泊者数、②延べ外国人宿泊者数及び④来

訪者満足度に加えまして、今回、新たに③観

光消費額の目標を設定しております。 

 左下の熊本県観光の現状と課題をお願いし

ます。 

 一番下の本県観光の今後の課題としまし

て、①から④で整理をさせていただいており

ます。 

 次に、資料中ほどの基本的な考え方をお願

いします。 

 １つ目が、計画最終年度である2019年の国
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際スポーツ大会イヤーをメルクマールに観光

産業の復旧、復興の加速化を図るというこ

と、２つ目が、これまでの経験則だけではな

く、ＤＭＯのような新たな科学的な手法を取

り入れ、戦略的にアプローチを行っていくと

いうこと、３つ目が、地震を受けた本県なら

ではの感謝の気持ちを持ったウエルカムマイ

ンドの醸成と観光客の安全、安心を確保する

ということ、４つ目が、九州の中央に位置し

ていることを生かし、九州各県と連携しなが

ら誘客を推進すること、以上４点が基本的な

考え方でございます。 

 次に、資料右側の戦略プログラムをお願い

します。 

 先ほど御説明しました４つの課題に対応す

る形で、今後の取り組みを整理しておりま

す。 

 戦略につきましては、熊本地震により、大

きくダメージを受けた本県の観光産業の立て

直しを行う観光産業の基盤を整える戦略を１

つ目の柱としております。また、県民を含

め、オール熊本での取り組みにより、国内外

から観光客を呼び込む観光資源等総動員で臨

む戦略を２つ目の柱としております。２つの

戦略の下には、それぞれ２つのプログラムを

設定しており、観光産業の立て直しのための

戦略としてプログラムⅠ、熊本地震からの早

期の復旧・復興、プログラムⅡ、観光産業の

創生・経営基盤の強化に関する施策を掲げて

おります。また、観光資源等総動員で臨む戦

略としてプログラムⅢ、観光資源等総動員に

よる魅力強化・創造的復興、プログラムⅣ、

観光客の安全・安心の確保に関する施策を掲

げているところでございます。 

 観光物産課からの説明は以上でございま

す。 

 御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

○早田順一委員長 以上で報告が終了いたし

ましたので、質疑を受けたいと思います。 

 質疑はありませんか。 

 

○城下広作委員 ３点だけ。ぱんぱんと簡単

にいいです。 

 まず、重点項目の部分の１で、「すまい」

の再建というのがあります。これで、今仮設

住宅やみなし仮設に住んでいる方、意向調査

をして、公営住宅を望むという声がぐうっと

大きくなったときに、こういうイメージとい

うのは、大体公営住宅のイメージというのを

どのくらいで考えているのか、それとも、過

去の被災地なんかでどのくらいになっている

と、そういうことをちょっと参考にしたいと

か、こういう到達のイメージをちょっと確認

をさせていただきたいと思います。 

 ２番目が、地震で産業廃棄物が195万トン

から結果的に289万トンになったと。この中

で、公費解体ですから公金でお金が出まし

た。だけど、解体した中には有価物、例えば

鉄、例えば木材のチップ、例えばコンクリー

トの殻、これを再生利用して使うことができ

たと。これの公金、いわゆるリサイクルで得

たような収入というのはどのくらいあるの

か、それを出しているのか、ちょっと確認し

たいと思います。 

 それと、グループ補助金、これは、当初か

ら、もともと申請は難しい、専門家じゃなき

ゃなかなかわからぬ、ところが、今回の議会

でも、なかなかそうやって難しいから、なか

なか申請を出せない人が残っていると、対策

をとるべきだと言われているけれども、そう

いうことが果たしてできるのかできないの

か、書式を変えてやさしくハードルを下げる

のか、そういうことを考えているのか、どう

いう状況でそういうことをカバーしようとし

ているのか、この３つです。 

 

○中川政策審議監 商工政策課でございま

す。 

 まず、１点目の公営住宅のイメージにつき
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ましては、私どものほうでまだ把握をしてい

る内容ございませんので、担当部局のほうに

しっかり確認いたしまして、後ほど改めて説

明させていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

 

○久保循環社会推進課長 循環社会推進課で

ございます。 

 廃棄物の中でリサイクルがどのくらいの量

か、金額的にという話ですけれども、そこま

での把握はしておりません。ただ、災害廃棄

物に係る国庫補助の取り扱いにおきまして

は、金属くず等の売却により利益が生じるも

の、すなわち有価物でございますが、こうい

ったものについては、補助対象の事業費から

控除するという取り扱いになっております。

このことは、事業主体となる市町村に対して

は、当然、当初の説明会ですとか災害査定、

そういった段階で周知を徹底してきておりま

す。現時点においては、分別というものはき

ちんと徹底されて、付着物のない金属くずと

かそういったものにつきましては、廃棄物の

種類によってですけれども、無償、有価で取

引がなされているものというふうに考えてお

りまして、その場合は、廃棄物の処理費用と

いうものは発生していないものだというふう

に理解をしておるところでございます。 

 以上です。 

 

○浦田商工振興金融課長 城下委員からの質

問ですけれども、まず、いろいろ体制も充実

して、寄り添っていく形にはしておりますけ

れども、なおそれでも不十分ということで、

まだ申請が滞っているというか、進んでない

事業者がいらっしゃるということは我々も認

識しております。現在アンケート調査を実施

してまして、その理由がどういうものなのか

というものをより分析しながら、今後の対策

にもつなげていきたいなと思ってます。その

中で、１つ、工事業者の不足というのが言わ

れておりますので、その辺に対する対応であ

りますとか、そこについては、先日の中村議

員の質問でもお答えしておりますけれども、

建築士関係団体の協力を仰ぎながら支援を求

めていったり、さらに、商工会とかその経営

支援機関の、金融機関も含めまして、御支援

いただきながら、寄り添った形で申請手続を

進めていきたいなと思ってます。 

 アンケート調査、分析を進めながら、より

寄り添ったような形で申請者の申請促進がで

きていければと思っております。 

 以上でございます。 

 

○城下広作委員 わかりました。 

 

○早田順一委員長 ほかにございませんか。 

 

○ 大造委員 ２点ございまして、まず、

商工の５で、ラグビーに関して再度お尋ねす

るんですが、向こう２年間で国際試合、テス

トマッチを含めて、公式戦の前にあと何試合

ぐらいがあるのかなと。それで、本番のチケ

ット料金というのは、この前と同じぐらいと

考えていいのか、また、全然別なのか、教え

てください。 

 あと１つ、商工の４でして、観光客の目標

が詳しく書いているんですが、2019年に延べ

外国人宿泊者数が120万人、ほぼ2015年の倍

なんですが、これは、県内のホテルの数がほ

ぼ現状のままで実際に達成できるのかなと。

今はやってます民泊とかも考慮に入れている

のか、その辺、ちょっと教えてください。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 最初のテ

ストマッチの回数ですけれども、テストマッ

チは、過去の例を見ますと、大体６月と秋に

行われております。今回は、６月に熊本、静

岡、東京で行われまして、秋にも数試合予定

されております。来年、再来年度、大会が再

来年の９月ですので、その機会は、そのペー
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スでいくと３回あると思っておりますが、そ

の中で、熊本でまたあるかどうかについては

全く未定でございます。 

 ２点目のチケットについてですけれども、

ことしの秋にワールドカップのマッチメーク

といいますか、熊本でも、どこ対どこがいつ

あるというのが決まりますけれども、その時

点でチケットの販売の情報、例えば、どのよ

うに売るのか、いつから売るのかとか、今お

尋ねがありました価格とかそういったこと

が、その情報が発表されると伺っております

ので、現時点ではその情報は持ち合わせてお

りません。 

 以上でございます。 

 

○永友観光物産課長 まず、2019年のインバ

ウンドの目標につきましては、60万人の倍と

いうことで120万人ということで設定してお

りますが、これは、国が、ちょうど2015年が

1,974万人ぐらい、それを2020年に倍増とい

うことで4,000万人という形で、本県としま

しても、2015の数値を、１年前倒しで120万

人に倍増という形で設定をしております。 

 それと、キャパの問題でございますけれど

も、県全体、旅館、ホテル、簡易宿所合わせ

まして1,000ほどあります、施設が。収容定

員が５万6,000程度でございますので、やは

り今インバウンドについては、熊本、阿蘇に

集中してたわけなんですけれども、今後、各

地域にインバウンドを広げていくという施策

も進めていきたいと考えておりますので、そ

ういったところで各地域に分散させていくと

いうことで、キャパとしては十分に対応とい

うふうに考えております。 

 

○ 大造委員 クルーズ船が、まあ、すご

くふえても、結局宿泊もしてもらうように政

策を促すと考えていいんですかね。 

 

○小金丸国際課長 国際課でございます。 

 クルーズ船の場合は、基本的にもう宿泊は

船の中でということなので、日帰り客になっ

ております。 

 以上です。 

 

○早田順一委員長 委員、よろしいです

か。 

 

○ 大造委員 以上です。 

 

○早田順一委員長 ほかにございませんか。 

 

○松田三郎委員 さっきからラグビーのテス

トマッチ等々、観光のほうにも国際スポーツ

大会の話も出ておりまして、私も特別委員会

の委員でありますので、そっちのほうで聞け

ばよかったのかもしれませんが、2019年にこ

の大きな両大会が熊本で開催されるというこ

とは、非常に、別に我々何もしないという意

味じゃなくて、皆さんも大変なんだろうと思

っております、準備から運営まで。 

 そこで、水谷課長か、場合によっては小原

局長、きょう発言の機会尐のうございますの

で、ちょっと。 

 かねがね、その特別委員会でも話題になっ

ておりますが、大会に向けてキャンプをなさ

るところもあるだろう。その2019年のラグビ

ーが、数試合とはいえ、出場国は、全部が全

部日本国内とは限らずに、近隣の、例えばア

ジアのどこかでキャンプをして乗り込んでこ

られるというケースもあるんだろうと思いま

す。ハンドボールの場合は、もう県内だけの

会場での開催ですので、この全チームが対象

になるかもしれない。また、この2020年にオ

リンピック・パラリンピックがある場合の、

競技の開催はないにしても、熊本でキャンプ

をしていただくようなところを誘致しようと

いうのは、もう既にいろいろ努力はしていた

だいているようでございます。 

 ただ、考えているのは、その１つの国でも



第３回 熊本県議会 経済環境常任委員会会議記録（平成29年６月26日) 

 - 32 - 

参加する競技の数だけキャンプ地というの

は、理屈の上ではですね、例えばアメリカと

いうと、アメリカの例えば陸上競技の人たち

がキャンプするところと、例えば水泳、――

ということは、出場の参加国、地域掛ける競

技数ぐらい、何百か可能性はあるんだろうと

思います。 

 ただ、熊本県あるいは県内の市町村がいろ

いろ活動しても、例えば、国内の競技団体と

の関係でありますとか全国組織との関係とか

いうのを考えると、なかなか、さっき言いま

したように、２つの大会を準備して運営する

だけでも大変なのに、さらに、時期が重なる

とかいろいろなことを考えると、キャンプの

誘致までは、我々は頑張ってください、頑張

ってくださいとは言いますが、なかなか実際

問題難しい面もあるのかなと。 

 ただ、一方では、観光物産課長のその計画

なんかにもあるように、できるだけたくさん

の方に来ていただきたいというのも一方ある

ということで、要は、ちょっとお尋ねしたい

のは、そのキャンプの、ラグビー、ハンドボ

ール、そしてオリパラ関係、各国、各競技団

体にいろいろな働きかけをするような人、部

署というのは、大体県庁内でいけば、教育委

員会なども含めてでしょうけれども、どこが

大体主導してやるのか、誰が主導してやるの

か、あるいは全体の司令塔として誰が中心的

に動くのかというのが決まっていれば教えて

いただきたいと思います。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 今の実施

体制についてお話しさせていただきます。 

 キャンプ誘致については、国際スポーツ大

会推進課内でやっております。うちの職員

が、バドミントンは先日インドネシアまで直

接出向いていって折衝したりとか、県内の競

技団体の打ち合わせとかをやっております。

当然、競技によっては、また、市町村のほう

からも行きますので、昨年内定しましたノル

ウエーのボートチーム、これは、もともと、

福岡県さん、福岡市さんからお話もありまし

て、また、それを実際行われる菊池市、会場

が菊池市ですので、そこと連携しながら、県

庁の窓口でいうと、うちの事務局が担当にな

っております。ただ、もちろん、スポーツ競

技団体、通常のおつき合いといいますか、つ

ながりは、教育委員会の体育保健課さんがお

持ちですので、そちらとも十分連携をとりな

がら進めているところでございます。 

 

○小原国際スポーツ大会推進局長 キャンプ

地誘致の件でございますが、私どもの局で

は、ハンドボール、それからラグビー、それ

から、ラグビーに関しては、これはラグビー

の公認のキャンプ地誘致も今申請をしている

ところでございますので、当然、これは、熊

本で試合があるチーム、また、それ以外のチ

ームが来る可能性もございますけれども、そ

の誘致に関しても今活動しているところでご

ざいます。 

 それと、もう一点目が、今松田委員がおっ

しゃられたキャンプ地誘致ということになり

ますけれども、基本的に今後の進め方として

は、やはりラグビーとハンドボールは熊本で

大会をやりますので、この種目についてはア

ドバンテージがございますので、その分につ

いては、県内の市町村に対してもキャンプ地

誘致について関心のあるところは情報提供

し、また、引き受けてもらえるような情報の

提供もしていきたいと。 

 それから、この前、春には、ハンドボール

のカザフスタンが来ましたけれども、今回

は、プレ大会でアンゴラ、あるいはポーラン

ドとかそういったチームも参ります。そうい

ったところともいろんな情報交換をしなが

ら、キャンプ地誘致等につながる部分につい

ては積極的に各市町村にも情報提供して、キ

ャンプ地誘致を進めてまいりたいというふう

に考えてございます。 
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○松田三郎委員 なかなか難しいのは、待っ

とるだけで来るわけじゃもちろんないだろう

し、かといって、今無数にあるわけ、極端に

言うと。だから、どっかに、今おっしゃった

アドバンテージがあるような国に対して、競

技に対してある程度絞ってというのも当然必

要になってくるんだろうと思っております。 

 今、何か、どっか、どこどこ国の何々競技

は大分やる気でよかですよというごたっとを

幾つか、さっきの菊池のボートでしたか、何

か(「カヌー」と呼ぶ者あり)以外に幾つかな

かですか。 

 

○小原国際スポーツ大会推進局長 今のとこ

ろ、水谷課長申し上げたように、インドネシ

アのバドミントンというところでございま

す。それ以外に具体的な競技というのは今の

ところまだ想定はしておりません。 

 

○松田三郎委員 わかりました。 

 

○早田順一委員長 よろしいですか。 

 

○松田三郎委員 はい。 

 

○早田順一委員長 ほかにございませんか。 

 

○西山宗孝委員 今の国際スポーツ大会に関

連するんですけれども、今回、ラグビーのテ

ストマッチがあって、議会もそうですけれど

も、県の職員さんも相当苦労されてチケット

の販売とかあったと思うんですけれども、私

も直接――ちょっと用件がありまして直接は

行けなかったんですが、随分と声かけて預か

った分は有料で行っていただいたんですけれ

ども、我々が最大限に努力する、議会として

もそうですけれども、個人としてもそうなん

ですが、なかなかラグビーの認識が浅いのか

なと感じはいたしました。 

 私が今お尋ねしたいのは、今松田委員から

も話がありましたように、例えば、キャンプ

誘致の話であるとか、いろんなＰＲを前面に

出しながら盛り上げていかないと、一般県民

の方は、ラグビーであろうが、ハンドボール

であろうが、意外と、サッカー、野球と比べ

たら、縁が遠いといいますか、認識が浅いと

思うので、そういった意味では、先ほど、４

月１日からのチケット販売になったとか、こ

のテストマッチでありましたけれども、今後

の販売戦略といいますか、あるいは国際大会

の県民に対するＰＲの浸透とか、そういった

ことをどんな感じでお考えなのか、お聞かせ

いただければと思います。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 国際スポ

ーツ大会推進課です。 

 今回のラグビーテストマッチについては、

１万8,000人を超える方来られました。恐ら

くラグビーを初めて見たという方も多かった

のではないかなと思いますが、行った方々か

らは、実際見てみて、すごい迫力でおもしろ

かったという声を多くいただきました。この

ように、実際見ていただくということが、や

っぱり関心を持っていただく一番いい機会で

はないのかなと思っておりますので、今後、

ハンドボールの大会も含めて、事前にいろん

な国際的なプレ大会とかもやっていきなが

ら、競技の魅力を伝えていきたいと思ってお

ります。 

 その中の一つとして、８月にハンドボール

のプレ大会を行います。日本代表と、今小原

局長が言いました、アンゴラ、ポーランドの

代表チームを含めて、今度は、熊本市内では

なくて、人吉市、松橋、山鹿の県内各会場で

試合を行いますので、幅広くそういう大会を

実際見ていただくことで競技の魅力を伝えて

いきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 
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○西山宗孝委員 ラグビーは１カ所で１万

8,000の相当数集めたということで、いわゆ

るテストマッチの効果はあったのではないか

と思うんですが、ハンドボールについては、

何カ所かに分けてされるということで、１カ

所当たりどれぐらいの動員数になるんでしょ

うか。もちろん体育館の規模とかもありまし

ょうけれども。 

 

○水谷国際スポーツ大会推進課長 国際スポ

ーツ大会推進課です。 

 今回、３カ所で試合行いますが、それぞれ

の体育館、1,500程度の会場規模になってお

ります。 

 

○西山宗孝委員 ラグビーと比較してどっち

が有名なのか、どっちがファンが多いのかよ

くわからないんですけれども、ラグビーにつ

いては、特に、私個人的に好きなんですけれ

ども、キャパといいますか、数が相当多いの

で、そういった意味では、先ほども今一生懸

命やっていくとおっしゃった、当然の話だろ

うと思うんですが、よほど熊本で盛り上がり

をつくっていかないと――行った方は、必ず

よかったよとおっしゃって連絡もいただいた

りするんですけれども、できることなら、売

ることが目的ではなくて、熊本県でラグビー

やるよという機運が、大変でしょうけれど

も、御努力をお願いしたいと思います。よろ

しくお願いします。 

 

○早田順一委員長 ほかにございませんか。 

 

○ 大造委員 関連なんですが、ラグビー

で、６月10日のテストマッチの前日、たまた

ま私、下通の蔦屋に夕方寄ったんですが、恐

らく熊本県のラグビー協会主催で、元日本ラ

グビーの代表選手を３～４名呼んで、イベン

トを地下でやってたんですが、県関係者の顔

ぶれ、恐らくなかったのかなと。チケットは

何とかしてくれという相談はあったんですけ

れども、そういうプレイベントがあるという

話は一切私も聞いてなかったですし、やっぱ

り連携がいまいちよくないのかなと正直感じ

ました。 

 ラグビー協会の方からは、県議は、これに

出席で来たんですかというふうに、かえって

質問されるような状態でして、ぜひ、答えは

要りませんので、連携を各方面と今後重ねて

ほしいと考えています。 

 

○早田順一委員長 ほかにございませんか。 

 なければ、これで報告に対する質疑を終了

いたします。 

 次に、その他で委員から何かありません

か。 

  （｢なし」と呼ぶ者あり) 

○早田順一委員長 なければ、以上で本日の

議題は終了いたしました。 

 最後に、要望書が２件提出されております

ので、参考としてお手元に写しを配付してお

ります。 

 それでは、これをもちまして本日の委員会

を閉会いたします。 

  午後０時15分閉会 
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